
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　記録内容の論理単位をプログラムとしたときに、１以上のプログラムのパーツリスト
プレイリストが用意され、このプログラムとプレイリストに前記エン

トリポイントを付けることができるように構成されたことを特徴とするデジタル情報媒体
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１以上のオブジェクトのデータを格納するように構成されたデータエリアと、前記オブ
ジェクトを管理する管理情報を格納するように構成された管理エリアを持ち、
　前記オブジェクトはＭＰＥＧエンコードされたビデオ情報を含むデータユニットから構
成され、前記管理情報は前記オブジェクトの再生方法を管理するオリジナルプログラムチ
ェーン情報を持つように構成され、前記オリジナルプログラムチェーン情報が１以上のプ
ログラム情報および１以上のセル情報を含むように構成され、前記セル情報として前記ビ
デオ情報のオブジェクトの再生を管理するムービーセル情報が定義され、前記ムービーセ
ル情報が前記オブジェクト内の再生箇所へのアクセスに用いられるエントリポイントに関
するエントリポイント情報を含むように構成され、前記エントリポイント情報が前記エン
トリポイントに関するテキスト情報を含むように構成され、前記ムービーセル情報がムー
ビーセル一般情報を含み、このムービーセル一般情報が該当セルの開始時間情報および該
当セルの終了時間情報を含むように構成された情報媒体において、
　前記開始時間情報は対応する前記オブジェクトの最初の４つの前記データユニット内に
格納され、前記終了時間情報は対応する前記オブジェクトの最後の４つの前記データユニ
ット内に格納され、

で
ある再生順序を示す



。
【請求項２】
　

　
　

【請求項３】
　

　
　

【請求項４】
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１以上のオブジェクトのデータを格納するように構成されたデータエリアと前記オブジ
ェクトを管理する管理情報を格納するように構成された管理エリアを持つ情報媒体であっ
て、前記オブジェクトはＭＰＥＧエンコードされたビデオ情報を含むデータユニットから
構成され、前記管理情報は前記オブジェクトの再生方法を管理するオリジナルプログラム
チェーン情報を持つように構成され、前記オリジナルプログラムチェーン情報が１以上の
プログラム情報および１以上のセル情報を含むように構成され、前記セル情報として前記
ビデオ情報のオブジェクトの再生を管理するムービーセル情報が定義され、前記ムービー
セル情報が前記オブジェクト内の再生箇所へのアクセスに用いられるエントリポイントに
関するエントリポイント情報を含むように構成され、前記エントリポイント情報が前記エ
ントリポイントに関するテキスト情報を含むように構成され、前記ムービーセル情報がム
ービーセル一般情報を含み、このムービーセル一般情報が該当セルの開始時間情報および
該当セルの終了時間情報を含むように構成され、前記開始時間情報は対応する前記オブジ
ェクトの最初の４つの前記データユニット内に格納され、前記終了時間情報は対応する前
記オブジェクトの最後の４つの前記データユニット内に格納され、記録内容の論理単位を
プログラムとしたときに１以上のプログラムのパーツリストである再生順序を示すプレイ
リストが用意され、このプログラムとプレイリストに前記エントリポイントを付けること
ができるように構成されたデジタル情報媒体を用いるものにおいて、

前記情報媒体に前記オブジェクトを記録し、
前記情報媒体に前記管理情報を記録するようにしたことを特徴とするデジタル情報記録

方法。

１以上のオブジェクトのデータを格納するように構成されたデータエリアと前記オブジ
ェクトを管理する管理情報を格納するように構成された管理エリアを持つ情報媒体であっ
て、前記オブジェクトはＭＰＥＧエンコードされたビデオ情報を含むデータユニットから
構成され、前記管理情報は前記オブジェクトの再生方法を管理するオリジナルプログラム
チェーン情報を持つように構成され、前記オリジナルプログラムチェーン情報が１以上の
プログラム情報および１以上のセル情報を含むように構成され、前記セル情報として前記
ビデオ情報のオブジェクトの再生を管理するムービーセル情報が定義され、前記ムービー
セル情報が前記オブジェクト内の再生箇所へのアクセスに用いられるエントリポイントに
関するエントリポイント情報を含むように構成され、前記エントリポイント情報が前記エ
ントリポイントに関するテキスト情報を含むように構成され、前記ムービーセル情報がム
ービーセル一般情報を含み、このムービーセル一般情報が該当セルの開始時間情報および
該当セルの終了時間情報を含むように構成され、前記開始時間情報は対応する前記オブジ
ェクトの最初の４つの前記データユニット内に格納され、前記終了時間情報は対応する前
記オブジェクトの最後の４つの前記データユニット内に格納され、記録内容の論理単位を
プログラムとしたときに１以上のプログラムのパーツリストである再生順序を示すプレイ
リストが用意され、このプログラムとプレイリストに前記エントリポイントを付けるよう
に構成されたデジタル情報媒体を用いるものにおいて、

前記情報媒体から前記管理情報を再生し、
前記情報媒体から前記オブジェクトを再生するようにしたことを特徴とするデジタル情

報再生方法。

１以上のオブジェクトのデータを格納するように構成されたデータエリアと前記オブジ
ェクトを管理する管理情報を格納するように構成された管理エリアを持つ情報媒体であっ
て、前記オブジェクトはＭＰＥＧエンコードされたビデオ情報を含むデータユニットから
構成され、前記管理情報は前記オブジェクトの再生方法を管理するオリジナルプログラム
チェーン情報を持つように構成され、前記オリジナルプログラムチェーン情報が１以上の
プログラム情報および１以上のセル情報を含むように構成され、前記セル情報として前記



　
　
　
【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ビデオ映像、オーディオ情報等のリアルタイム・デジタル記録が可能な装
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ビデオ情報のオブジェクトの再生を管理するムービーセル情報が定義され、前記ムービー
セル情報が前記オブジェクト内の再生箇所へのアクセスに用いられるエントリポイントに
関するエントリポイント情報を含むように構成され、前記エントリポイント情報が前記エ
ントリポイントに関するテキスト情報を含むように構成され、前記ムービーセル情報がム
ービーセル一般情報を含み、このムービーセル一般情報が該当セルの開始時間情報および
該当セルの終了時間情報を含むように構成され、前記開始時間情報は対応する前記オブジ
ェクトの最初の４つの前記データユニット内に格納され、前記終了時間情報は対応する前
記オブジェクトの最後の４つの前記データユニット内に格納され、記録内容の論理単位を
プログラムとしたときに１以上のプログラムのパーツリストである再生順序を示すプレイ
リストが用意され、このプログラムとプレイリストに前記エントリポイントを付けるよう
に構成されたデジタル情報媒体を用いるものにおいて、

前記情報媒体から前記管理情報を再生する手段と、
前記情報媒体から前記オブジェクトを再生する手段と
を具備したことを特徴とするデジタル情報再生装置。

前記管理情報は前記プレイリストのサーチポインタテーブルとユーザ定義プログラムチ
ェーン情報テーブルを含み、
　前記ユーザ定義プログラムチェーン情報テーブルは複数のユーザ定義プログラムチェー
ン情報を含み、このユーザ定義プログラムチェーン情報が前記セル情報を含み、
　前記プレイリストのサーチポインタテーブルは複数のプレイリストサーチポインタを含
み、このプレイリストサーチポインタが前記プレイリストに対応するユーザ定義プログラ
ムチェーン番号情報を含むように構成された請求項１に記載のデジタル情報媒体。

前記管理情報は前記プレイリストのサーチポインタテーブルとユーザ定義プログラムチ
ェーン情報テーブルを含み、
　前記ユーザ定義プログラムチェーン情報テーブルは複数のユーザ定義プログラムチェー
ン情報を含み、このユーザ定義プログラムチェーン情報が前記セル情報を含み、
　前記プレイリストのサーチポインタテーブルは複数のプレイリストサーチポインタを含
み、このプレイリストサーチポインタが前記プレイリストに対応するユーザ定義プログラ
ムチェーン番号情報を含むように構成された請求項２に記載のデジタル情報記録方法。

前記管理情報は前記プレイリストのサーチポインタテーブルとユーザ定義プログラムチ
ェーン情報テーブルを含み、
　前記ユーザ定義プログラムチェーン情報テーブルは複数のユーザ定義プログラムチェー
ン情報を含み、このユーザ定義プログラムチェーン情報が前記セル情報を含み、
　前記プレイリストのサーチポインタテーブルは複数のプレイリストサーチポインタを含
み、このプレイリストサーチポインタが前記プレイリストに対応するユーザ定義プログラ
ムチェーン番号情報を含むように構成された請求項３に記載のデジタル情報再生方法。

前記管理情報は前記プレイリストのサーチポインタテーブルとユーザ定義プログラムチ
ェーン情報テーブルを含み、
　前記ユーザ定義プログラムチェーン情報テーブルは複数のユーザ定義プログラムチェー
ン情報を含み、このユーザ定義プログラムチェーン情報が前記セル情報を含み、
　前記プレイリストのサーチポインタテーブルは複数のプレイリストサーチポインタを含
み、このプレイリストサーチポインタが前記プレイリストに対応するユーザ定義プログラ
ムチェーン番号情報を含むように構成された請求項４に記載のデジタル情報再生装置。



置／方法およびそこで利用されるデジタル情報媒体に関する。
【０００２】
　とくに、記録・再生可能なＤＶＤディスク（ＤＶＤ－ＲＡＭディスク等）に特別な情報
格納領域を設け、この領域に格納される情報を適宜利用して、記録されたプログラムの再
生・消去等に便宜を図った装置／方法および媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在、ビデオ（動画映像）のデジタル記録／再生にＭＰＥＧ２（ムービングピクチャエ
キスパートグループ２）方式を利用し、オーディオ（音声）のデジタル記録／再生にＡＣ
ー３（デジタルオーディオコンプレッション３）方式等を利用したＤＶＤビデオ規格がま
とまり、この規格を利用した種々な再生機器（ＤＶＤビデオプレーヤ）が市販されている
。
【０００４】
　このＤＶＤビデオ規格は、ＭＰＥＧ２システムレイヤに従って、動画圧縮方式としては
ＭＰＥＧ２、音声記録方式としてはリニアＰＣＭの他にＡＣー３オーディオおよびＭＰＥ
Ｇオーディオをサポートしている。また、このＤＶＤビデオ規格は、字幕用に副映像デー
タ、早送り巻き戻しデータサーチ等の再生制御用にナビゲーションデータ、コンピュータ
対応用にＩＳＯ９６６０およびＵＤＦブリッジフォーマットもサポートしている。
【０００５】
　さらに、書込可能なＤＶＤディスク（リード・ライト可能なＤＶＤ－ＲＡＭ／ＤＶＤ－
ＲＷあるいはライトワンスのＤＶＤ－Ｒ）の開発もなされ、書込可能ＤＶＤディスクを利
用したデジタル映像情報の記録再生機器（従来のビデオカセットテープレコーダに取って
代わるもの）の開発が可能な環境が整いつつある。
【０００６】
　以上の状況から、リアルタイムでビデオ映像等のデジタル記録・再生を行うため、ＤＶ
Ｄ－ＲＴＲ（ＤＶＤリアルタイムレコーディング）規格が提案され、正式の規格としてま
とまりつつある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ディスクの記録容量が大きくなると、記録されるプログラムコンテンツ
の種類・数も増える傾向が強くなり、ユーザはその記録内容を把握することが困難になっ
てくる。そのため、録画済みディスクの管理という面では、問題が生じる。
【０００８】
　この発明は上記事情に鑑みなされたもので、その目的は、たとえば本を読んでいるとき
読み途中のページまたは重要な箇所にしおりを挟むような感覚で、映像あるいは音声等の
任意の記録箇所にマーク（エントリポイント）を書き込んだり消去したりできる、装置／
方法および媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この発明の一実施の形態に係るデジタル情報媒体は、１以上のオブジェクトのデータを
格納するように構成されたデータエリアと、前記オブジェクトを管理する管理情報を格納
するように構成された管理エリアを持つ。ここで、前記オブジェクトはＭＰＥＧエンコー
ドされたビデオ情報を含むデータユニットから構成され、前記管理情報は前記オブジェク
トの再生方法を管理するオリジナルプログラムチェーン情報を持つように構成され、前記
オリジナルプログラムチェーン情報が１以上のプログラム情報および１以上のセル情報を
含むように構成され、前記セル情報として前記ビデオ情報のオブジェクトの再生を管理す
るムービーセル情報が定義され、前記ムービーセル情報が前記オブジェクト内の再生箇所
へのアクセスに用いられるエントリポイントに関するエントリポイント情報を含むように
構成され、前記エントリポイント情報が前記エントリポイントに関するテキスト情報を含
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むように構成され、前記ムービーセル情報がムービーセル一般情報を含み、このムービー
セル一般情報が該当セルの開始時間情報および該当セルの終了時間情報を含む。このよう
に構成された情報媒体において、前記開始時間情報は対応する前記オブジェクトの最初の
４つの前記データユニット内に格納され、前記終了時間情報は対応する前記オブジェクト
の最後の４つの前記データユニット内に格納される。

【発明の効果】
【００１０】
　記録するディスクの容量が大きくなっても、ユーザはその中身を簡単に管理できるよう
になり、ユーザの好きな箇所から記録・再生を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、この発明の一実施の形態に係る媒体（ＤＶＤ録再ディスク）の
構成、この媒体を利用したＤＶＤ－ＲＴＲ（ＤＶＤリアルタイムレコーディング）の記録
再生装置（ＲＴＲビデオレコーダ）構成およびこの装置の各種動作を説明する。
【００１２】
　図１は、ＤＶＤ－ＲＴＲ記録再生装置に使用される光ディスク１０の構造を説明する図
である。図示するように、この光ディスク１０は、それぞれに層１７Ａおよび１７Ｂが設
けられた一対の透明基板１４を、接着層２０で貼り合わせた構造を持つ。
【００１３】
　このディスク１０が単層のＤＶＤーＲＡＭ（またはＤＶＤ－ＲＷ）ディスクなら、第１
情報記録層１７Ａは相変化記録層で構成され、第２情報記録層１７Ｂはダミー層（そのデ
ィスクのラベルを兼ねていても良い）で構成される。
【００１４】
　このディスク１０が片面２層のＤＶＤーＲＯＭ／ＲＡＭディスクなら、第１情報記録層
１７Ａはピットが形成された半透明膜（金薄膜等）構成され、第２情報記録層１７Ｂは相
変化記録層で構成される。
【００１５】
　このディスク１０が両面２層のＤＶＤーＲＡＭ（またはＤＶＤ－ＲＷ）ディスクなら、
第１情報記録層１７Ａおよび第２情報記録層１７Ｂは、ともに、相変化記録層で構成され
る。
【００１６】
　各基板１４は０．６ｍｍ厚のポリカーボネートで構成することができ、接着層２０は極
薄（４０μｍ～７０μｍ程度）の紫外線硬化性樹脂で構成することができる。これら一対
の０．６ｍｍ基板１４を、層１７Ａおよび１７Ｂが接着層２０の面上で接触するようにし
て貼り合わすことにより、１．２ｍｍ厚の大容量光ディスク１０が得られる。
【００１７】
　光ディスク１０には中心孔２２が設けられており、ディスク両面の中心孔２２の周囲に
は、この光ディスク１０を回転駆動時にクランプするためのクランプエリア２４が設けら
れている。中心孔２２には、図示しないディスクドライブ装置に光ディスク１０が装填さ
れた際に、ディスクモータのスピンドルが挿入される。そして、光ディスク１０は、その
クランプエリア２４において、図示しないディスククランパにより、ディスク回転中クラ
ンプされる。
【００１８】
　光ディスク１０は、クランプエリア２４の周囲に、ビデオデータ、オーディオデータそ
の他の情報を記録することができる情報エリア２５を有している。
【００１９】
　情報エリア２５のうち、その外周側にはリードアウトエリア２６が設けられている。ま
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ここで、記録内容の論理単位をプロ
グラムとしたときに、１以上のプログラムのパーツリストである再生順序を示すプレイリ
ストが用意され、このプログラムとプレイリストに前記エントリポイント（図２７等）を
付けることができるように構成される。



た、クランプエリア２４に接する内周側にはリードインエリア２７が設けられている。そ
して、リードアウトエリア２６とリードインエリア２７との間にデータ記録エリア２８が
定められている。
【００２０】
　図１には、光ディスク１０のデータ記録エリア２８とそこに記録されるデータの記録ト
ラックとの対応関係も例示されている。
【００２１】
　情報エリア２５の記録層１７Ａおよび１７Ｂには、記録トラックがたとえばスパイラル
状に連続して形成されている。その連続トラックは複数セクタに分割され、これらのセク
タには連続番号が付されている。このセクタを記録単位として、光ディスク１０に種々な
データが記録される。
【００２２】
　データ記録エリア２８は、実際のデータ記録領域であって、記録・再生情報として、映
画等のビデオデータ（主映像データ）、字幕・メニュー等の副映像データおよび台詞・効
果音等のオーディオデータが、同様なピット列（レーザ反射光に光学的な変化をもたらす
物理的な形状あるいは相状態）として記録されている。
【００２３】
　光ディスク１０が片面１層で両面記録のＲＡＭディスクの場合は、各記録層１７Ａおよ
び１７Ｂは、２つの硫化亜鉛・酸化シリコン混合物（ＺｎＳ・ＳｉＯ２）で相変化記録材
料層（たとえばＧｅ２Ｓｂ２Ｔｅ５）を挟み込んだ３重層により構成できる。
【００２４】
　光ディスク１０が片面１層で片面記録のＲＡＭディスクの場合は、読み出し面１９側の
記録層１７Ａは、上記相変化記録材料層を含む３重層により構成できる。この場合、読み
出し面１９から見て反対側に配置される層１７Ｂは情報記録層である必要はなく、単なる
ダミー層でよい。
【００２５】
　光ディスク１０が片面読み取り型の２層ＲＡＭ／ＲＯＭディスクの場合は、２つの記録
層１７Ａおよび１７Ｂは、１つの相変化記録層１７Ｂ（読み出し面１９からみて奥側；読
み書き用）と１つの半透明金属反射層１７Ａ（読み出し面１９からみて手前側；再生専用
）で構成できる。
【００２６】
　光ディスク１０がライトワンスのＤＶＤーＲである場合は、基板としてはポリカーボネ
ートが用いられ、図示しない反射膜としては金、図示しない保護膜としては紫外線硬化樹
脂を用いることができる。この場合、記録層１７Ａまたは１７Ｂには、有機色素が用いら
れる。この有機色素としては、シアニン、スクアリリウム、クロコニック、トリフェニル
メンタン系色素、キサンテン、キノン系色素（ナフトキン、アントラキノン等）、金属錯
体系色素（フタロシアン、ボルフィリン、ジチオール錯体等）その他が利用可能である。
【００２７】
　このようなＤＶＤ－Ｒディスクへのデータ書き込みは、たとえば波長６５０ｎｍで出力
６～１２ｍＷ程度の半導体レーザを用いて行うことができる。
【００２８】
　上記各種の光ディスク１０において、再生専用のＲＯＭ情報はエンボス信号として記録
層に記録される。これに対して、読み書き用（またはライトワンス用）の記録層を持つ基
板１４にはこのようなエンボス信号は刻まれておらず、その代わりに、連続のグルーブ溝
が刻まれている。このグルーブ溝に、相変化記録層が設けられるようになっている。読み
書き用ＤＶＤーＲＡＭディスクの場合は、さらに、グルーブの他にランド部分の相変化記
録層も情報記録に利用される。
【００２９】
　なお、光ディスク１０が片面読み取りタイプ（記録層が１層でも２層でも）の場合は、
読み出し面１９から見て裏側の基板１４は読み書き用レーザに対して透明である必要はな
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い。この場合は裏側基板１４全面にラベル印刷がされていても良い。
【００３０】
　後述するＤＶＤーＲＴＲ録再機は、ＤＶＤーＲＡＭディスク（またはＤＶＤ－ＲＷディ
スク）に対する反復記録・反復再生（読み書き）と、ＤＶＤーＲディスクに対する１回の
記録・反復再生と、ＤＶＤーＲＯＭディスクに対する反復再生が可能なように構成できる
。
【００３１】
　ディスク１０がＤＶＤ－ＲＡＭ（またはＤＶＤ－ＲＷ）の場合は、デリケートなディス
ク面を保護するために、ディスク１０の本体をカートリッジ１１に収納するよう構成でき
る。
【００３２】
　ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０がカートリッジ１１ごとＤＶＤーＲＴＲ録再機のディスク
ドライブに挿入されると、カートリッジ１１からディスク１０が引き出されて図示しない
スピンドルモータのターンテーブルにクランプされ、図示しない光ヘッドに向き合うよう
にして回転駆動される。
【００３３】
　一方、ディスク１０がＤＶＤーＲまたはＤＶＤーＲＯＭの場合は、ディスク１０の本体
はカートリッジ１１に収納されておらず、裸のディスク１０がディスクドライブのディス
クトレイに直接セットされるようになる。
【００３４】
　図１に示した情報エリア２５の記録層１７には、データ記録トラックがスパイラル状に
連続して形成されている。その連続するトラックは、図示するように、一定記憶容量の複
数論理セクタ（最小記録単位）に分割され、この論理セクタを基準にデータが記録されて
いる。１つの論理セクタの記録容量は、後述する１パックデータ長と同じ２０４８バイト
（あるいは２ｋバイト）に決められている。
【００３５】
　データ記録エリア２８には、実際のデータ記録領域であって、管理データ、主映像（ビ
デオ）データ、副映像データおよび音声（オーディオ）データが同様に記録されている。
【００３６】
　なお、図示はしないが、ディスク１０のデータ記録エリア２８は、リング状（年輪状）
に複数の記録エリア（複数の記録ゾーン）に分割することができる。各記録ゾーン毎にデ
ィスク回転の角速度は異なるが、各ゾーン内では線速度または角速度を一定にすることが
できる。この場合、各ゾーン毎に予備の記録エリア（フリースペース）を設けることがで
きる。このゾーン毎のフリースペースを集めて、そのディスク１０のリザーブエリアとす
ることができる。
【００３７】
　図２は、図１の光ディスクに記録される情報の階層構造を説明する図である。
【００３８】
　この構造において、リードインエリア２７は、光反射面が凹凸形状を持つエンボスデー
タゾーンと、表面が平坦（鏡面）なミラーゾーンと、情報の書き替えが可能なリライタブ
ルデータゾーンとを含んでいる。リードアウトエリア２６も、情報書き替えが可能なよう
に構成されている。
【００３９】
　データ記録エリア（ボリュームスペース）２８は、ユーザによる書き替えが可能なボリ
ューム／ファイル管理情報７０およびデータエリアＤＡで構成されている。
【００４０】
　ボリューム／ファイル管理情報７０には、データエリアＤＡに記録されたオーディオ・
ビデオデータのファイル情報やボリューム全体に関する情報が記録される。
【００４１】
　データエリアＤＡには、コンピュータデータを記録するエリアＤＡ１およびＤＡ３、ビ
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デオデータ／オーディオデータなどを記録するオーディオ・ビデオデータエリアＤＡ２が
、混在して記録できるようになっている。なお、コンピュータデータとオーディオ・ビデ
オデータの記録順序および記録情報サイズ等は任意である。データエリアＤＡにコンピュ
ータデータだけを記録することも、オーディオ・ビデオデータだけを記録することも、可
能である。
【００４２】
　オーディオ・ビデオデータエリアＤＡ２は、制御情報ＤＡ２１、ビデオオブジェクトＤ
Ａ２２、ピクチャオブジェクトＤＡ２３およびオーディオオブジェクトＤＡ２４を含んで
いる。
【００４３】
　制御情報ＤＡ２１は、記録（録画および／または録音）、再生、編集、検索等の各処理
を行なうときに必要な制御情報を含むことができる。
【００４４】
　ビデオオブジェクトＤＡ２２は、記録されたビデオデータの中身（コンテンツ）の情報
を含むことができる。
【００４５】
　ピクチャオブジェクトＤＡ２３は、スチル画、スライド画等の静止画情報を含むことが
できる。
【００４６】
　オーディオオブジェクトＤＡ２４は、記録されたオーディオデータの中身（コンテンツ
）の情報を含むことができる。
【００４７】
　なお、ビデオオブジェクトＤＡ２２は、ビデオオブジェクトセットＶＯＢＳにより構成
される。このＶＯＢＳは各々が異なる方法でセル再生順序を指定した１以上のプログラム
チェーンＰＧＣ＃１～＃ｋに対応した内容を持つ。
【００４８】
　リードインエリア２７のエンボスデータゾーンには、たとえば以下の情報が事前に記録
されている：
　（１）ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ（またはＤＶＤーＲＷ）、ＤＶＤ－Ｒ等のディ
スクタイプ；１２ｃｍ、８ｃｍ等のディスクサイズ；記録密度；記録開始／記録終了位置
を示す物理セクタ番号、その他の、情報記憶媒体全体に関する情報；
　（２）記録パワーと記録パルス幅；消去パワー；再生パワー；記録・消去時の線速度、
その他の、記録・再生・消去特性に関する情報；および
　（３）製造番号等、個々の情報記録媒体の製造に関する情報。
【００４９】
　また、リードインエリア２７およびリードアウトエリア２６のリライタブルゾーンは、
それぞれ、たとえば以下の領域を含んでいる：
　（４）各情報記録媒体毎の固有ディスク名を記録する領域；
　（５）試し記録領域（記録消去条件の確認用）；
　（６）データエリアＤＡ内の欠陥領域に関する管理情報を記録する領域。
【００５０】
　上記（４）～（６）の領域には、ＤＶＤーＲＴＲ録再機（ＲＴＲビデオレコーダあるい
はＤＶＤーＲＡＭドライブ付パーソナルコンピュータ）による記録が可能となっている。
【００５１】
　ディスク１０がＤＶＤ－ＲＴＲ録再機（ＲＴＲビデオレコーダ）にセットされると、ま
ずリードインエリア２７の情報が読み取られる。このリードインエリア２７には、セクタ
番号の昇順に沿って、所定のリファレンスコードおよび制御データが記録されている。
【００５２】
　リードインエリア２７のリファレンスコードは、２つのエラー訂正コードブロック（Ｅ
ＣＣブロック）で構成されている。各ＥＣＣブロックは１６セクタで構成される。この２
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つのＥＣＣブロック（３２セクタ）は、スクランブルデータを付加して生成されるように
なっている。スクランブルデータが付加されたリファレンスコードを再生したときに、特
定のデータシンボル（たとえば１７２）が再生されるよう再生側のフィルタ操作等を行っ
て、その後のデータ読み取り精度を確保するようにしている。
【００５３】
　リードインエリア２７の制御データは、１９２のＥＣＣブロックで構成されている。こ
の制御データの部分には、各ブロック内の１６セクタの内容が、１９２回繰り返し記録さ
れている。
【００５４】
　１６セクタで構成されるこの制御データは、最初の１セクタ（２０４８バイト）に物理
フォーマット情報を含み、その後にディスク製造情報およびコンテンツプロバイダ情報を
含んでいる。
【００５５】
　上記制御データに含まれる物理フォーマット情報は、以下のような内容を含む。
【００５６】
　すなわち、最初の位置には、記録情報がＤＶＤ規格のどのバージョンに準拠しているの
かが記載される。
【００５７】
　２番目の位置には、記録媒体（光ディスク１０）のサイズ（１２ｃｍ、８ｃｍ、その他
）および最小読出レートが記載される。読出専用ＤＶＤビデオの場合、最小読出レートと
しては、２．５２Ｍｂｐｓ、５．０４Ｍｂｐｓおよび１０．０８Ｍｂｐｓが規定されてい
るが、それ以外の最小読出レートもリザーブされている。たとえば、可変ビットレート記
録が可能なＲＴＲビデオレコーダにより２Ｍｂｐｓの平均ビットレートで録画が行われた
場合、上記リザーブ部分を利用することにより、最小読出レートを、１．５～１．８Ｍｂ
ｐｓに設定することができる。
【００５８】
　３番目の位置には、記録媒体（光ディスク１０）のディスク構造（記録層の数、トラッ
クピッチ、記録層のタイプなど）が記載される。この記録層のタイプにより、そのディス
ク１０が、ＤＶＤーＲＯＭなのかＤＶＤーＲなのかＤＶＤーＲＡＭ（またはＤＶＤーＲＷ
）なのかを識別することができる。
【００５９】
　４番目の位置には、記録媒体（光ディスク１０）の記録密度（リニア密度およびトラッ
ク密度）が記載される。リニア密度は、１ビット当たりの記録長（０．２６７μｍ／ビッ
トあるいは０．２９３μｍ／ビットなど）を示す。また、トラック密度は、隣接トラック
間隔（０．７４μｍ／トラックあるいは０．８０μｍ／トラックなど）を示す。ＤＶＤー
ＲＡＭあるいはＤＶＤ－Ｒのリニア密度およびトラック密度として、別の数値が指定でき
るように、４番目の位置には、リザーブ部分も設けられている。
【００６０】
　５番目の位置には、記録媒体（光ディスク１０）のデータエリア２８の開始セクタ番号
および終了セクタ番号等が記載される。
【００６１】
　６番目の位置には、バーストカッティングエリア（ＢＣＡ）記述子が記載される。この
ＢＣＡはＤＶＤーＲＯＭディスクだけにオプションで適用されるもので、ディスク製造プ
ロセス終了後の記録情報を格納するエリアである。
【００６２】
　７番目の位置には、記録媒体（光ディスク１０）の空き容量が記述される。たとえばデ
ィスク１０が片面１層記録のＤＶＤーＲＡＭディスクである場合、ディスク１０のこの位
置には、２．６ＧＢ（またはこのバイト数に対応したセクタ数）を示す情報が記載される
。ディスク１０が両面記録ＤＶＤーＲＡＭディスクである場合は、この位置に、５．２Ｇ
Ｂ（またはこのバイト数に対応したセクタ数）を示す情報が記載される。
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【００６３】
　その他の位置は、将来のためにリザーブされている。
【００６４】
　図３は、図２のビデオオブジェクトのデータ構造を説明する図である。
【００６５】
　図示するように、ビデオオブジェクトＤＡ２２を構成する各セル（たとえばセル＃ｍ）
は１以上のビデオオブジェクトユニット（ＶＯＢＵ）により構成される。そして、各ＶＯ
ＢＵは、ビデオパック、副映像パック、オーディオパックおよびダミーパック等の集合体
（パック列）として構成されている。
【００６６】
　これらのパックは、いずれも２０４８バイトの所定サイズを持ち、データ転送処理を行
う際の最小単位となる。また、論理上の処理を行う最小単位（映像情報の最小基本単位）
はセル単位であり、論理上の処理はこのセル単位で行わる。
【００６７】
　上記ＶＯＢＵの再生時間は、ＶＯＢＵ中に含まれる１以上の映像グループ（グループオ
ブピクチャ；略してＧＯＰ）で構成されるビデオデータの再生時間に相当し、その再生時
間は０．４秒～１．２秒の範囲内に定められる。１ＧＯＰは、ＭＰＥＧ規格では通常約０
．５秒であって、その間に１５枚程度のフレーム画像を再生するように圧縮された画面デ
ータである。（ＶＯＢＵは、ビデオデータの流れにギャップが生じるような特別な場合を
除き、整数個のＧＯＰを含む。つまり、ＶＯＢＵは、通常はＧＯＰに同期した映像情報圧
縮単位であるといえる。）
　ＶＯＢＵがビデオデータを含む場合には、ビデオパック、副映像パック、オーディオパ
ック等から構成されるＧＯＰ（ＭＰＥＧ規格準拠）が配列されてビデオデータストリーム
が構成される。しかし、このＧＯＰの数とは無関係に、ＧＯＰの再生時間を基準にしてＶ
ＯＢＵが定められる。
【００６８】
　なお、ビデオを含まないオーディオおよび／または副映像データのみの再生データであ
っても、ＶＯＢＵを１単位として再生データが構成される。たとえば、オーディオパック
のみでＶＯＢＵが構成されいる場合、ビデオデータのビデオオブジェクトの場合と同様に
、そのオーディオデータが属するＶＯＢＵの再生時間内に再生されるべきオーディオパッ
クが、そのＶＯＢＵに格納される。
【００６９】
　各ＶＯＢＵを構成するパックは、ダミーパックを除き、同様なデータ構造を持っている
。オーディオパックを例にとると、図３に例示するように、その先頭にパックヘッダが配
置され、次にパケットヘッダが配置され、その次にサブストリームＩＤが配置され、最後
にオーディオデータが配置される。このようなパック構成において、パケットヘッダには
、パケット内の最初のフレームの先頭時間を示すプレゼンテーションタイムスタンプＰＴ
Ｓの情報が書き込まれている。
【００７０】
　ところで、図３に示すような構造のビデオオブジェクトＤＡ２２を含むビデオプログラ
ムを光ディスク１０に記録できるＤＶＤーＲＴＲ録再機では、このプログラムの記録後に
記録内容を編集したい場合が生じる。この要求に答えるため、各ＶＯＢＵ内に、ダミーパ
ックを適宜挿入できるようになっている。このダミーパックは、後に編集用データを記録
する場合などに利用できる。
【００７１】
　図３のダミーパックは、図４に示すようなデータ構造を持っている。すなわち、１パッ
クのダミーパック８９は、パックヘッダ８９１と、所定のストリームＩＤを持つパケット
ヘッダ８９２と、所定のコード（無効データ）で埋められたパディングデータ８９３とで
、構成されている。ここで、パケットヘッダ８９２およびパティングデータ８９３が、パ
ティングパケット８９０を構成している。未使用ダミーパックのパディングデータ８９３
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の内容は、特に意味を持たない。
【００７２】
　このダミーパック８９は、図１のディスク１０に所定の録画がなされたあと、この録画
内容を編集する場合、その他に、適宜利用することができる。
【００７３】
　具体的には、ダミーパックは、
　　録画後に追加記録する情報の事後追加用（アフターレコーディング情報をオーディオ
パックの中に入れてダミーパックと交換するメモ情報を、副映像情報として副映像パック
内に挿入してダミーパックと交換する等）；
　　ＶＯＢＵのサイズをＥＣＣブロックサイズ（３２ｋバイト）の整数倍に一致させるた
め、３２ｋバイトの整数倍から不足するサイズを補う；
などの使用目的で各ＶＯＢＵ内に挿入されている。
【００７４】
　また、ダミーパックは、ユーザメニューに適宜表示される縮小画像（サムネールピクチ
ャ）のデータを格納することにも、利用することができる。
【００７５】
　図５は、図２のデータ構造でもって図１の光ディスクに記録される情報（データファイ
ル）のディレクトリ構造の一例を説明する図である。
【００７６】
　リアルタイムでビデオ映像のデジタル記録／再生が可能なＤＶＤ－ＲＴＲ規格によると
、ＤＶＤディスクのコンテンツは図５に示すようなディレクトリ構造で管理され、ＩＳ０
９６６０やＵＤＦなどのフアイルシステムに従って保存される。
【００７７】
　ディスク／装置側では図２のようなデータ構造をとっていても、ユーザにはこのデータ
構造は見えない。ユーザが知覚できるデータ構造は、図５のような階層ファイル構造であ
る。
【００７８】
　すなわち、図２のデータエリアＤＡに記録されるデータの種類に応じて、ルートディレ
クトリの表示画面（図示せず）には、ＤＶＤ＿ＲＴＲディレクトリ、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳデ
ィレクトリ、ＡＵＤＩＯ＿ＴＳディレクトリ、コンピュータデータファイルのディレクト
リ等が、メニュー画面あるいはアイコン等によって表示される。
【００７９】
　図５のＤＶＤ＿ＲＴＲディレクトリには、ナビゲーションデータＲＴＲ＿ＶＭＧのファ
イルＲＴＲ．ＩＦＯ、ムービービデオオブジェクトＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＯＢのファイルＲ
ＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯ、スチルピクチャビデオオブジェクトＲＴＲ＿ＳＴＯ．ＶＯＢのフ
ァイルＲＴＲ＿ＳＴＯ．ＶＲＯ、スチルピクチャ付加オーディオオブジェクトＲＴＲ＿Ｓ
ＴＡ．ＶＯＢのファイルＲＴＲ＿ＳＴＡ．ＶＲＯ、等が格納される。
【００８０】
　ここで、ファイルＲＴＲ．ＩＦＯには、プログラムセット、プログラム、エントリポイ
ント、プレイリスト等の動画情報を管理するための管理情報が格納される。
【００８１】
　また、ファイルＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯには記録した動画情報およびその音声情報が格
納され、ファイルＲＴＲ＿ＳＴＯ．ＶＲＯには記録した静止画情報およびその音声情報が
格納され、ファイルＲＴＲ＿ＳＴＡ．ＶＲＯには静止画用のアフレコデータ等が格納され
る。
【００８２】
　ＤＶＤ－ＲＴＲ録再機（ＲＴＲビデオレコーダ）が図５のディレクトリを表示（または
出力）する機能を持ち、ＤＶＤビデオディスク（ＲＯＭディスク）の再生機能を持つ場合
、そのディスクドライブにＤＶＤビデオディスクがセットされると、図５のＶＩＤＥＯ＿
ＴＳディレクトリがアクティブとなる。この場合、ＶＩＤＥＯ＿ＴＳディレクトリを開く
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と、セットされたデスクの記録内容が更に表示される。
【００８３】
　また、ＤＶＤ－ＲＴＲ録再機がＤＶＤオーディオの再生機能を持つ場合、そのディスク
ドライブにＤＶＤオーディオディスクがセットされると、図５のＡＵＤＩＯ＿ＴＳディレ
クトリがアクティブとなる。この場合、ＡＵＤＩＯ＿ＴＳディレクトリを開くと、セット
されたデスクの記録内容が更に表示される。
【００８４】
　さらに、ＤＶＤ－ＲＴＲ録再機がＤＶＤーＲＡＭドライブ付のパーソナルコンピュータ
で構成され、コンピュータデータの処理機能も持つ場合、そのディスクドライブにコンピ
ュータデータが記録されたＤＶＤ－ＲＡＭ（またはＤＶＤ－ＲＯＭ）ディスクがセットさ
れると、図５のコンピュータデータディレクトリがアクティブとなる。この場合、コンピ
ュータデータディレクトリを開くと、セットされたデスクの記録内容が更に表示される。
【００８５】
　ユーザは、図５のディレクトリ構造で表示されるメニュー画面またはウインドウ表示画
面を見ながら、パーソナルコンピュータを扱う感覚で、ＤＶＤビデオ録画のソースにもＤ
ＶＤビデオＲＯＭにもＤＶＤオーディオにもコンピュータデータ（コンピュータプログラ
ムも含む）にもアクセスできる。
【００８６】
　図６は、図５のナビゲーションデータファイル（ＲＴＲ＿ＶＭＧ）のデータ構造を説明
する図である。ナビゲーションデータとしてのＲＴＲビデオマネージャＲＴＲ＿ＶＭＧは
、図６に示すような各種情報で構成される。
【００８７】
　図６において、ＲＴＲビデオマネージャ情報ＲＴＲ＿ＶＭＧＩには、図１の記録再生可
能光ディスク（ＲＴＲディスク）１０の基本的な情報が記述される。このＲＴＲ＿ＶＭＧ
Ｉは、ビデオマネージャ情報管理テーブルＶＭＧＩ＿ＭＡＴおよびプレイリストサーチポ
インタテーブルＰＬ＿ＳＲＴＰを含んでいる。
【００８８】
　ＲＴＲ＿ＶＭＧは、さらに、ムービーＡＶファイル情報テーブルＭ＿ＡＶＦＩＴ、スチ
ル画ＡＶファイル情報テーブルＳ＿ＡＶＦＩＴ、オリジナルＰＧＣ情報ＯＲＧ＿ＰＧＣＩ
、ユーザ定義ＰＧＣ情報テーブルＵＤ＿ＰＧＣＩＴ、テキストデータマネージャＴＸＴＤ
Ｔ＿ＭＧおよび製造者情報テーブルＭＮＦＩＴを、含んでいる。
【００８９】
　図７は、図６のビデオマネージャ情報管理テーブルＶＭＧＩ＿ＭＡＴの内容を示す。
【００９０】
　図７において、ＶＭＧ識別子ＶＭＧ＿ＩＤは、ＩＳＯ６４６のキャラクタセットコード
でもって、ＲＴＲ＿ＶＭＧファイルを特定する「ＤＶＤ＿ＲＴＲ＿ＶＭＧ０」を記述した
ものである。
【００９１】
　ＲＴＲ＿ＶＭＧ＿ＥＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でもっ
て、ＲＴＲ＿ＶＭＧの終了アドレスを記述したものである。
【００９２】
　ＶＭＧＩ＿ＥＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でもって、Ｒ
ＴＲ＿ＶＭＧＩの終了アドレスを記述したものである。
【００９３】
　ＶＥＲＮは、ビデオ記録（リアルタイムビデオ録画）用のＤＶＤ規格のバージョン番号
を記述したものである。
【００９４】
　ＴＭ＿ＺＯＮＥは、ＲＴＲディスクのタイムゾーンを記述したものである。ＤＶＤ＿Ｒ
ＴＲ規格では、５種類のデータフィールド（ＰＬ＿ＣＲＥＡＴＥ＿ＴＭ、ＶＯＢ＿ＲＥＣ
＿ＴＭ、ＦＩＲＳＴ＿ＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ、ＬＡＳＴ＿ＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ、ＶＯＢ
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Ｕ＿ＲＥＣ＿ＴＭ）が規定されている。これら５種のデータフィールドは、一括してＲＥ
Ｃ＿ＴＭと呼ばれる。ＲＥＣ＿ＴＭはＴＺ＿ＴＹおよびＴＺ＿ＯＦＦＳＥＴというデータ
を含む。ＴＺ＿ＴＹは統合化されたユニバーサルタイムまたはローカルタイムを記述した
ものであり、ＴＺ＿ＯＦＦＳＥＴは統合化されたユニバーサルタイムからの日時のオフセ
ットを分単位で記述したものである。
【００９５】
　ＳＴＩＬＬ＿ＴＭは、スチル画のスチル時間を秒単位で記述したものである。
【００９６】
　ＣＨＲＳは、一次テキスト情報に使用されるキャラクタセットコードを記述したもので
ある。このＣＨＲＳにより、たとえばＩＳＯ８８５９ー１のキャラクタセットコードある
いはシフトＪＩＳ漢字コードを指定できるようになっている。
【００９７】
　ＲＳＭ＿ＭＲＫＩは、プログラムチェーン番号ＰＧＣＮ、プログラム番号ＰＧＮ、セル
番号ＣＮ、マーカポイントＭＲＫ＿ＰＴ、およびマーカ作成時間ＭＲＫ＿ＴＭを記述した
ものである。ここでのＰＧＣＮは、マーカポイントが存在するプログラムチェーンの番号
を示す。元々のオリジナルＰＧＣにマーカが存在するときは、ＰＧＣＮは「０」にセット
される。またＰＧＮは、マーカポイントが存在するプログラムの番号を示す。ユーザが定
義したＰＧＣにレジュームマーカが存在するときは、ＰＧＮは「０」にセットされる。ま
たＣＮは、マーカポイントが存在するセルの番号を示す。またＭＲＫ＿ＰＴは、目標セル
内のマーカポイントを示す。ムービーセル内にレジュームマーカが存在するときは、ＭＲ
Ｋ＿ＰＴは、ＲＴＲの再生時間記述フォーマットにより再生時間（ＰＴＭ）を記述したも
のになる。またＭＲＫ＿ＴＭは、マーカが作成されたときの時間を、ＲＴＲの日時記述フ
ォーマットにより記述したものである。
【００９８】
　ＲＥＰ＿ＰＩＣＴＩは、プログラムチェーン番号ＰＧＣＮ、プログラム番号ＰＧＮ、セ
ル番号ＣＮ、ピクチャポイントＰＩＣＴ＿ＰＴ、およびディスクの代表画像作成時間ＣＲ
ＥＡＴ＿ＴＭを記述したものである。
【００９９】
　ここでのＰＧＣＮは、ディスクの代表画像が存在するプログラムチェーンの番号を示す
。ディスクの代表画像はオリジナルＰＧＣ内のポインタのみにより指定される。したがっ
て、この代表画像ポインタが存在するときは、ＰＧＣＮは「０」にセットされる。またＰ
ＧＮは、ディスクの代表画像が存在するプログラムの番号を示す。ユーザが定義したＰＧ
Ｃにレジュームマーカが存在するときは、ＰＧＮは「０」にセットされる。またＣＮは、
ディスクの代表画像が存在するセルの番号を示す。またＰＩＣＴ＿ＰＴは、目標セル内の
ディスクの代表画像を示す。ムービーセル内にこの代表画像が存在するときは、ＰＩＣＴ
＿ＰＴは、ＲＴＲの再生時間記述フォーマットにより再生時間（ＰＴＭ）を記述したもの
になる。スチル画セル内にこの代表画像が存在するときは、ＰＩＣＴ＿ＰＴは、対応する
スチル画ＶＯＢグループ（Ｓ＿ＶＯＧ）内のスチル画ＶＯＢエントリ番号（Ｓ＿ＶＯＢ＿
ＥＮＴＮ）を記述したものになる。またＣＲＥＡＴ＿ＴＭは、ディスクの代表画像が作成
されたときの時間を、ＲＴＲの日時記述フォーマットにより記述したものである。
【０１００】
　Ｍ＿ＡＶＦＩＴ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でもっ
て、図６のムービーＡＶファイル情報テーブルＭ＿ＡＶＦＩＴの開始アドレスを記述した
ものである。
【０１０１】
　Ｓ＿ＡＶＦＩＴ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でもっ
て、図６のスチル画ＡＶファイル情報テーブルＳ＿ＡＶＦＩＴの開始アドレスを記述した
ものである。
【０１０２】
　ＯＲＧ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でも
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って、図６のオリジナルＰＧＣ情報ＯＲＧ＿ＰＧＣＩの開始アドレスを記述したものであ
る。
【０１０３】
　ＵＤ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でも
って、図６のユーザ定義ＰＧＣ情報テーブルＵＤ＿ＰＧＣＩＴの開始アドレスを記述した
ものである。ＵＤ＿ＰＧＣＩＴが存在しないときは、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴ＿ＳＡは「０００
０　００００ｈ」に設定される。
【０１０４】
　ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でも
って、図６のテキストデータマネージャＴＸＴＤＴ＿ＭＧの開始アドレスを記述したもの
である。ＴＸＴＤＴ＿ＭＧが存在しないときは、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ＿ＳＡは「００００　
００００ｈ」に設定される。
【０１０５】
　ＭＮＦＩＴ＿ＳＡは、ＲＴＲ＿ＶＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号でもって、
図６の製造者情報テーブルＭＮＦＩＴの開始アドレスを記述したものである。ＭＮＦＩＴ
が存在しないときは、ＭＮＦＩＴ＿ＳＡは「００００　００００ｈ」に設定される。
【０１０６】
　図８は、図６のプレイリストサーチポインタテーブルＰＬ＿ＳＲＰＴのデータ構造を示
している。
【０１０７】
　ＰＬ＿ＳＲＰＴは、ＲＴＲディスク内のプレイリストを検索しアクセスするのに必要な
情報を記述したものであり、プレイリストサーチポインタテーブル情報ＰＬ＿ＳＲＰＴＩ
および１以上のプレイリストサーチポインタＰＬ＿ＳＲＰ＃１～ＰＬ＿ＳＲＰ＃ｎを含ん
でいる。
【０１０８】
　各プレイリストはユーザ定義ＰＧＣにより構成され、各ＰＬ＿ＳＲＰはそのプレイリス
トに対応するＰＧＣ番号を持っている。
【０１０９】
　プレイリストは、そこに付されたプレイリスト番号ＰＬＮにより特定される。ＰＬＮは
全てのＰＬ＿ＳＲＰに付与されるもので、これらのＰＬＮには、ＰＬ＿ＳＲＰＴ内の１以
上のＰＬ＿ＳＲＰの記述順に、１から最大９９まで付番される。
【０１１０】
　ユーザは、ＰＬＮを用いることで、特定のプレイリストをその他のものから識別できる
。あるいは、プレイリストに付与されたテキスト情報によっても、ユーザは、特定のプレ
イリストをその他のものから識別できる。
【０１１１】
　図９は、図８のプレイリストサーチポインタテーブル情報ＰＬ＿ＳＲＰＴＩの内容を示
している。
【０１１２】
　ＰＬ＿ＳＲＰ＿Ｎｓは、ＰＬ＿ＳＲＰＴ内のプレイリストサーチポインタＰＬ＿ＳＲＰ
の数を示す。
【０１１３】
　また、ＰＬ＿ＳＲＰＴ＿ＥＡは、ＰＬ＿ＳＲＰＴの最初のバイトからの相対バイト番号
でもって記述された、プレイリストサーチポインタＰＬ＿ＳＲＰＴの終了アドレスを示す
。
【０１１４】
　図１０は、図８のプレイリストサーチポインタテーブルＰＬ＿ＳＲＰの内容を示してい
る。
【０１１５】
　図１０において、ＰＬ＿ＴＹは、プレイリストの形式を記述したものである。すなわち
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、ＰＬ＿ＴＹの内容（４バイトのＰＬ＿ＴＹ１）により、ムービーのプレイリストなのか
スチル画のプレイリストなのかハイブリッド（ムービーとスチル画の混成）のプレイリス
トなのかが、特定できる。
【０１１６】
　ＰＧＣＮは、対応するユーザ定義プログラムチェーンＵＤ＿ＰＧＣの番号を記述したも
のである。このＰＧＣＮの最大数は９９である。
【０１１７】
　ＰＬ＿ＣＲＥＡＴＥ＿ＴＭは、プレイリストが作成されたときの時間を、ＲＴＲの日時
記述フォーマットにより記述したものである。このＰＬ＿ＣＲＥＡＴＥ＿ＴＭは、年、月
、日、時、分、秒まで記述できるようになっている。
【０１１８】
　ＰＲＭ＿ＴＸＴＩは、プレイリスト用の一次テキスト情報を記述したものである。この
ＰＲＭ＿ＴＸＴＩは１２８バイトで構成され、最初の６４バイトはＡＳＣＩＩキャラクタ
セットによる一次テキスト情報の記述に用いられ、残りの６４バイトは他のキャラクタセ
ット（シフトＪＩＳあるいはＩＳＯ８８５９ー１５など）による一次テキスト情報の記述
に用いられる。他のキャラクタセットコードは、ＶＭＧＩ＿ＭＡＴに記述されており、該
当ディスク内の全ての一次テキスト情報で利用できるようになっている。なお、ターミナ
ル制御コードはＰＲＭ＿ＴＸＴＩには記載されない。
【０１１９】
　ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＮは、プレイリストのＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰの番号を記述したも
のである。（アイテムテキストＩＴ＿ＴＸＴについては、図１８を参照して後述する。）
　ＴＨＭ＿ＰＴＲＩは、サムネールポインタＴＨＭ＿ＰＴＲの情報を記述したものである
。サムネールポインタ情報ＴＨＭ＿ＰＴＲＩの設定または利用は、ＲＴＲレコーダにとっ
てもＲＴＲプレーヤにとっても、オプション扱いとすることができる。ＲＴＲレコーダが
ＴＨＭ＿ＰＴＲＩを扱える能力を持たないときは、８バイトのＴＨＭ＿ＰＴＲＩの全てを
「ＦＦｈ」にセットすれば良い。ＲＴＲプレーヤがＴＨＭ＿ＰＴＲＩを扱える能力を持た
ないときは、単にＴＨＭ＿ＰＴＲＩを無視すれば良い。
【０１２０】
　なお、サムネール（ Thumbnail）とは、親指の爪程度の大きさの小さな画像をイメージ
したものであり、通常は、録画されたビデオ映像中のスチル画をサムネールサイズに縮小
した画像のことをいう。
【０１２１】
　図１１は、図１０のサムネールポインタ情報ＴＨＭ＿ＰＴＲＩの内容を示している。図
１１において、ＣＮは、サムネールポイントが存在するセルの番号を記述したものである
。また、ＴＨＭ＿ＰＴは、目標セル内のサムネールポイントを記述したものである。
【０１２２】
　ここで、ムービーセル内にレジュームマーカが存在するときは、ＴＨＭ＿ＰＴは、ＲＴ
Ｒの再生時間記述フォーマットにより再生時間（ＰＴＭ）を記述したものになる。
【０１２３】
　また、サムネールがスチル画セル内に存在するときは、ＴＨＭ＿ＰＴは、
対応するスチル画ＶＯＢグループ（Ｓ＿ＶＯＧ）内のスチル画ＶＯＢエントリ番号（Ｓ＿
ＶＯＢ＿ＥＮＴＮ）を記述したものになる。
【０１２４】
　図１２は、図６のムービーＡＶファイル情報テーブルＭ＿ＡＶＦＩＴのデータ構造を示
している。
【０１２５】
　Ｍ＿ＡＶＦＩＴは、ムービーＡＶファイル（図５のファイルＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯ）
の情報を記述したものであり、ムービーＡＶファイル情報テーブル情報Ｍ＿ＡＶＦＩＴＩ
と、１以上のムービーＶＯＢストリーム情報Ｍ＿ＶＯＢ＿ＳＴＩ＃１～Ｍ＿ＶＯＢ＿ＳＴ
Ｉ＃ｎと、ムービーＡＶファイル情報Ｍ＿ＡＶＦＩとを含んでいる。
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【０１２６】
　また、Ｍ＿ＡＶＦＩは、所定のファイル名（ＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯ）を持つムービー
ＡＶファイルの情報であり、ムービーＡＶファイル情報一般情報Ｍ＿ＡＶＦＩ＿ＧＩと、
１以上のムービーＶＯＢ情報サーチポインタＭ＿ＶＯＢＩ＿ＳＲＰ＃１～Ｍ＿ＶＯＢＩ＿
ＳＲＰ＃ｎと、１以上のムービーＶＯＢ情報Ｍ＿ＶＯＢＩ＃１～Ｍ＿ＶＯＢＩ＃ｎとを含
んでいる。
【０１２７】
　１つのムービーＡＶファイルは１以上のＶＯＢを含むことができ、各ＶＯＢはＭ＿ＡＶ
ＦＩ内のＶＯＢのためのムービーＶＯＢ情報Ｍ＿ＶＯＢＩを持つ。Ｍ＿ＡＶＦＩ中の１以
上のＭ＿ＶＯＢＩは、ムービーＡＶファイル内に格納されたＶＯＢデータと同じ順序で記
述される。
【０１２８】
　図１３は、図１２のムービーＶＯＢ情報Ｍ＿ＶＯＢＩのデータ構造を示している。図示
するように、Ｍ＿ＶＯＢＩは、ムービーＶＯＢ一般情報Ｍ＿ＶＯＢＩ＿ＧＩと、シームレ
ス情報ＳＭＬＩと、オーディオギャップ情報ＡＧＡＰＩと、タイムマップ情報ＴＭＡＰＩ
とを含んでいる。
【０１２９】
　図１３のＭ＿ＶＯＢＩ＿ＧＩは、ＶＯＢの形式を記述したＶＯＢ＿ＴＹと、ＶＯＢの先
頭の記録時間をＲＴＲ日時記述フォーマットにより記述したＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭと、Ｖ
ＯＢの先頭の記録時間（サブセコンド情報）をビデオフィールド数により記述したＶＯＢ
＿ＲＥＣ＿ＴＭ＿ＳＵＢと、ムービーＶＯＢストリーム情報の番号を記述したＭ＿ＶＯＢ
＿ＳＴＩＮと、ＶＯＢの最初のビデオフィールドの再生開始時間をＲＴＲ再生時間記述フ
ォーマットにより記述したＶＯＢ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭと、ＶＯＢの最後のビデオフィールド
の再生終了時間をＲＴＲ再生時間記述フォーマットにより記述したＶＯＢ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴ
Ｍとを含んでいる。
【０１３０】
　上記ＶＯＢ＿ＴＹは、そのＶＯＢが仮消去状態であるかどうかを示すＴＥと、オーディ
オストリーム＃０の状態を示すＡ０＿ＳＴＡＴＵＳと、オーディオストリーム＃１の状態
を示すＡ１＿ＳＴＡＴＵＳと、アナログコピープロテクトの形式あるいはオン・オフ状態
を示すアナログプロテクションシステムＡＰＳと、ＶＯＢをシームレスに再生すべきかど
うかを示すＳＭＬ＿ＦＬＧと、オーディオストリーム＃０内にオーディオギャップが存在
するかどうかと存在するなら何処にオーディオギャップがあるかを示すＡ０＿ＧＡＰ＿Ｌ
ＯＣと、オーディオストリーム＃１内にオーディオギャップが存在するかどうかと存在す
るなら何処にオーディオギャップがあるかを示すＡ１＿ＧＡＰ＿ＬＯＣとを含んでいる。
【０１３１】
　上記ＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭは、ＶＯＢの先頭部分が削除（消去）された場合、残りのＶ
ＯＢの先頭が記録されたときの時間を示すように更新される。
【０１３２】
　すなわち、「新たなＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ＝古いＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ＋削除部分の再
生持続時間」となる。
【０１３３】
　一方、仮に削除部分の再生持続時間が秒単位で表示できない場合（たとえば削除部分の
再生持続時間が６０．５秒といった場合）は、
　「新たなＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ＋新たなＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ＿ＳＵＢ＝古いＶＯＢ＿
ＲＥＣ＿ＴＭ＋古いＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭ＿ＳＵＢ＋削除部分の再生持続時間」となる。
【０１３４】
　なお、ＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭはビデオ記録の日時を記述したものなので、オーディオデ
ータが修正されたとしても、そのことでＶＯＢ＿ＲＥＣ＿ＴＭが影響されることはない。
【０１３５】
　ここで、前述したＲＴＲ日時記述フォーマットについて簡単に説明しておく。このフォ
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ーマットでは、再生時間ＰＴＭを、ＰＴＭベースとＰＴＭエクステンションにより表すよ
うにしている。ＰＴＭベースは９０ｋＨｚを単位に計測される値であり、ＰＴＭエクステ
ンションは２７ＭＨｚを単位に計測される値である。
【０１３６】
　図１３のＳＭＬＩは、現ＶＯＢの先頭パックのＳＣＲ（システムクロックリファレンス
）をＲＴＲ再生時間記述フォーマットにより記述したＶＯＢ＿ＦＩＲＳＴ＿ＳＣＲと、先
行ＶＯＢの最終パックのＳＣＲをＲＴＲ再生時間記述フォーマットにより記述したＰＲＥ
Ｖ＿ＶＯＢ＿ＬＡＳＴ＿ＳＣＲとを含んでいる。
【０１３７】
　図１４は、図１３のタイムマップ情報ＴＭＡＰＩのデータ構造を示している。タイムマ
ップ情報ＴＭＡＰＩは、特別な再生（ユーザ定義ＰＧＣを利用した個別ユーザ独自の順序
によるセル再生など）およびタイムサーチを実行する際に利用される。
【０１３８】
　タイムマップ情報ＴＭＡＰＩは、タイムマップ一般情報ＴＭＡＰ＿ＧＩと、１以上のタ
イムエントリＴＭ＿ＥＮＴ＃１～ＴＭ＿ＥＮＴ＃ｒと、１以上のＶＯＢＵエントリＶＯＢ
Ｕ＿ＥＮＴ＃１～ＶＯＢＵ＿ＥＮＴ＃ｑとを含んでいる。
【０１３９】
　各ＶＯＢＵエントリは、各ＶＯＢＵのサイズおよび再生時間の情報を含む。ＶＯＢＵの
サイズはセクタ（２ｋバイト）単位で示され、再生時間はビデオフィールド（ＮＴＳＣで
は１フィールド１／６０秒；ＰＡＬでは１フィールド１／５０秒）単位で示される。
【０１４０】
　ＶＯＢＵのサイズは上述のようにセクタ単位で示されるため、ＶＯＢＵにはセクタ単位
のアドレスでアクセスできる。
【０１４１】
　各ＶＯＢＵエントリは、基準ピクチャサイズ情報１ＳＴＲＥＦ＿ＳＺと、ＶＯＢＵ再生
時間情報ＶＯＢＵ＿ＰＢ＿ＴＭと、ＶＯＢＵサイズ情報ＶＯＢＵ＿ＳＺとを含んでいる。
【０１４２】
　ここで、ＶＯＢＵ＿ＰＢ＿ＴＭは、該当ＶＯＢＵの再生時間をビデオフィールド単位で
表したものである。また、基準ピクチャサイズ情報１ＳＴＲＥＦ＿ＳＺは、該当ＶＯＢＵ
の最初の基準ピクチャ（ＭＰＥＧのＩピクチャに対応）のサイズをセクタ単位で表したも
のである。
【０１４３】
　一方、各タイムエントリは、対応ＶＯＢＵのアドレス情報（ＶＯＢＵ＿ＡＤＲ）と、時
間差情報（ＴＭ＿ＤＩＦＦ）を含む。この時間差情報は、タイムエントリにより指定され
る再生時間とＶＯＢＵの再生開始時間との差を示したものである。
【０１４４】
　いま、２つの連続タイムエントリの時間間隔（タイムユニットＴＭＵ）が１０秒である
とすれば、このタイムエントリ間隔は、たとえばＮＴＳＣビデオで６００フィールドに相
当することになる。
【０１４５】
　なお、通常は、ＶＯＢＵエントリでは「ＶＯＢＵの時間間隔」をフィールド数で表して
いるが、他の方法として、「ＶＯＢＵの時間間隔」を表すのに、「あるＶＯＢＵから次の
ＶＯＢＵまでのクロックカウンタによるカウント値」を利用することもできる。
【０１４６】
　具体的に例示すれば、「１個のＶＯＢＵの先頭位置でのプレゼンテーションタイムスタ
ンプＰＴＳとその直後のＶＯＢＵの先頭位置でのＰＴＳの値との間の差分値」で「ＶＯＢ
Ｕの時間間隔」を表すことができる。
【０１４７】
　換言すれば、「特定ユニット内でのクロックカウンタの差分値でそのユニット内の時間
間隔を示す」ことができる。
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【０１４８】
　図１５は、図１４のタイムマップ一般情報ＴＭＡＰ＿ＧＩの内容を示している。
【０１４９】
　このタイムマップ一般情報ＴＭＡＰ＿ＧＩは、該当タイムマップ情報内のタイムエント
リ数を示すＴＭ＿ＥＮＴ＿Ｎｓと、該当タイムマップ情報内のＶＯＢＵエントリ数を示す
ＶＯＢＵ＿ＥＮＴ＿Ｎｓと、該当タイムマップ情報に対するタイムオフセットＴＭ＿ＯＳ
Ｆと、該当タイムマップ情報のアドレスオフセットＡＤＲ＿ＯＦＳとを含んでいる。
【０１５０】
　ＮＴＳＣビデオで６００フィールド（あるいはＰＡＬビデオで５００フィールド）に相
当する値（１０秒相当）をタイムユニットＴＭＵとした場合において、上記タイムオフセ
ットＴＭ＿ＯＳＦは、ＴＭＵ以内の時間のずれを示すのに用いられる。
【０１５１】
　また、ＶＯＢのサイズをセクタ数で表す場合において、上記アドレスオフセットＡＤＲ
＿ＯＦＳは、ＡＶファイルの先頭からのファイルポインタを示すのに用いられる。
【０１５２】
　図１６は、図１４のタイムエントリＴＭ＿ＥＮＴの内容を示している。
【０１５３】
　このタイムエントリＴＭ＿ＥＮＴは、対応するＶＯＢＵエントリの番号を示すＶＯＢＵ
＿ＥＮＴＮと、タイムエントリにより指定されたＶＯＢＵの再生開始時間と算出された再
生時間との時間差を示すＴＭ＿ＤＩＦＦと、目標のＶＯＢＵアドレスを示すＶＯＢＵ＿Ａ
ＤＲとを含んでいる。
【０１５４】
　ＮＴＳＣにおいてタイムユニットＴＭＵを６００フィールドで表した場合（あるいはＰ
ＡＬにおいてタイムユニットＴＭＵを５００フィールドで表した場合）、タイムエントリ
＃ｊに対する上記「算出された再生時間」は、ＴＭＵ×（ｊー１）＋ＴＭ＿ＯＳＦで表す
ことができる。
【０１５５】
　また、上記ＶＯＢＵ＿ＡＤＲは、ＶＯＢＵサイズをセクタ単位で表した場合において、
該当ＶＯＢの先行ＶＯＢＵｓの合計サイズにより目標のＶＯＢＵアドレスを表したもので
ある。
【０１５６】
　上に例示したようなデータ構成において、あるＶＯＢＵの途中から再生を開始するには
、そのアクセスポイントを確定しなければならない。このアクセスポイントをタイムエン
トリポイントとする。
【０１５７】
　このタイムエントリポイントは、ＶＯＢＵのムービーアドレス情報が示す位置から、タ
イムエントリＴＭ＿ＥＮＴ内の時間差情報ＴＭ＿ＤＩＦＦが示す時間差だけ離れた位置に
ある。このタイムエントリポイントが、タイムマップ情報ＴＭＡＰＩにより示される特別
な再生開始点（あるいはタイムサーチ点）となる。
【０１５８】
　図１７は、図６のユーザ定義ＰＧＣ情報テーブルＵＤ＿ＰＧＣＩＴのデータ構造を示し
ている。
【０１５９】
　ＵＤ＿ＰＧＣＩＴは、ユーザ定義ＰＣＧ情報テーブル情報ＵＤ＿ＰＧＣＩＴＩと、１以
上のユーザ定義ＰＧＣＩサーチポインタＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ＃１～ＵＤ＿ＰＧＣＩ＿
ＳＲＰ＃ｎと、１以上のユーザ定義ＰＧＣ情報ＵＤ＿ＰＧＣＩ＃１～ＵＤ＿ＰＧＣＩ＃ｎ
とを含んでいる。
【０１６０】
　全てのＵＤ＿ＰＧＣには、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴ内のＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰの記載順序で
、１から９９までのプログラムチェーン番号ＰＧＣＮが割り当てられる。このＰＧＣＮに
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より、各ＰＧＣを特定できる。
【０１６１】
　ここで、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴＩは、ＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰの数を示すＵＤ＿ＰＧＣＩ＿
ＳＲＰ＿Ｎｓと、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴの終了アドレスを示すＵＤ＿ＰＧＣＩＴ＿ＥＡとを含
んでいる。
【０１６２】
　なお、ＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰ＿Ｎｓの最大値はたとえば「９９」に設定されている。
ＵＤ＿ＰＧＣＩＴ＿ＥＡは、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴの最初のバイトからの相対バイト番号でも
ってＵＤ＿ＰＧＣＩＴの終了アドレスを表したものである。
【０１６３】
　また、ＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＲＰは、ＵＤ＿ＰＧＣＩの開始アドレスＵＤ＿ＰＧＣＩ＿Ｓ
Ａを含んでいる。このＵＤ＿ＰＧＣＩ＿ＳＡ
は、ＵＤ＿ＰＧＣＩＴの最初のバイトからの相対バイト番号でもってＵＤ＿ＰＧＣＩの開
始アドレスを表したものである。
【０１６４】
　図１８は、図６テキストデータマネージャＴＸＴＤＴ＿ＭＧのデータ構造を示している
。
【０１６５】
　ＴＸＴＤＴ＿ＭＧは、テキストデータ情報ＴＸＴＤＴＩと、１以上のアイテムテキスト
サーチポインタＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ＃１～ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ＃ｎと、１以上のアイ
テムテキストＩＴ＿ＴＸＴとを含んでいる。
【０１６６】
　ＴＸＴＤＴＩは、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ内で使用されるキャラクタセットコード（ＩＳＯ８
８５９ー１またはシフトＪＩＳ漢字）を記述したＣＨＲＳと、ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰの数
を記述したＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰ＿Ｎｓと、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧの最初のバイトからの相対
バイト番号でもってＴＸＴＤＴ＿ＭＧの終了アドレスを記述したＴＸＴＤＴ＿ＭＧ＿ＥＡ
とを含んでいる。
【０１６７】
　各ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰは、ＴＸＴＤＴ＿ＭＧの最初のバイトからの相対バイト番号で
もってＩＴ＿ＴＸＴの開始アドレスを記述したＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＡを含んでいる。
【０１６８】
　また、ＩＴ＿ＴＸＴは、上記ＣＨＲＳで指定されるキャラクタコードでもってアイテム
テキストを記述したものである。ＩＴ＿ＴＸＴのデータ長（バイト数）はテキストの内容
に応じて変化するようになっている。
【０１６９】
　図１９は、ＰＧＣ情報ＰＧＣＩ（オリジナルＰＧＣまたはユーザ定義ＰＧＣの情報）の
データ構造を示している。
【０１７０】
　ＰＧＣＩはプログラムチェーンＰＧＣのためのナビゲーション情報を含んでいる。
【０１７１】
　このプログラムチェーンには、オリジナルＰＧＣとユーザ定義ＰＧＣの２種類がある（
図６のＲＴＲ＿ＶＭＧの内容参照）。オリジナルＰＧＣはＶＯＢおよびＰＧＣＩを持つ。
ところが、ユーザ定義ＰＧＣは、それ自身のＶＯＢは持たず、オリジナルＰＧＣ内のＶＯ
Ｂを参照するように構成されている。
【０１７２】
　図１９に示すように、ＰＧＣ情報（ＰＧＣＩ＃ｉ）は、ＰＧＣ一般情報ＰＧＣ＿ＧＩと
、１以上のプログラム情報ＰＧＩ＃１～ＰＧＩ＃ｍと、１以上のセル情報サーチポインタ
ＣＩ＿ＳＲＰ＃１～ＣＩ＿ＳＲＰ＃ｎと、１以上のセル情報ＣＩ＃１～ＣＩ＃ｎとを含ん
でいる。
【０１７３】
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　ここで、セル情報ＣＩの開始アドレスは、ＰＧＣＩの最初のバイトからの相対バイト番
号でもって記述されるＣＩ＿ＳＡによって、示すことができる。
【０１７４】
　図２０は、図１９のＰＧＣ一般情報ＰＧＣ＿ＧＩの内容を示している。
【０１７５】
　このＰＧＣ＿ＧＩは、ＰＧＣ内のプログラム数を記述したＰＧ＿Ｎｓと、ＰＧＣ内のＣ
Ｉ＿ＳＲＰの数を記述したＣＩ＿ＳＲＰ＿Ｎｓとを含んでいる。
【０１７６】
　ここで、ユーザ定義ＰＧＣの場合、ＰＧ＿Ｎｓは「０」にセットされる。また、オリジ
ナルＰＧＣのプログラムＰＧの最大数は「９９」となっており、ＰＧＣ内のセルの最大数
は「９９９」となっている。
【０１７７】
　図２１は、図１９のプログラム情報ＰＧＩの内容を示している。
【０１７８】
　このＰＧＩは、プログラムの形式を記述したＰＧ＿ＴＹと、ＰＧ中のセルの数を記述し
たＣ＿Ｎｓと、ＰＧに用いる一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩと、テキストデータがＰ
Ｇに対応するところのＩＴ＿ＴＸＴのサーチポインタ数ＩＴ＿ＴＸＴ＿ＳＲＰＴＮと、サ
ムネールポインタ情報ＴＨＭ＿ＰＴＲＴとを含んでいる。
【０１７９】
　ここで、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩは１２８バイトのフィールドで構成されており、その初めの
６４バイトがＡＳＣＩＩキャラクタセットにより記述される。ＡＳＣＩＩテキストが６４
バイト未満のときは、余白のバイトには「００ｈ］が書き込まれる。
【０１８０】
　上記１２８バイトフィールドの後半の６４バイトは他のキャラクタセット（たとえばシ
フトＪＩＳあるいはＩＳＯ８８５９ー１５）の一次テキストを記述するのに使用される。
ここで「他のキャラクタセット」のコードはＶＭＧＩ＿ＭＡＴないに記述され、ディスク
内の全ての一次テキスト情報に共有される。
【０１８１】
　なお、「０１ｈ」から「１Ｆｈ」までの間の値を取るターミナル制御コードは、ＰＲＭ
＿ＴＸＴＩ内に記載されることはない。
【０１８２】
　上記ＴＨＭ＿ＰＴＲＩは、サムネールポインタの情報を記述したものである。すなわち
、ＴＨＭ＿ＰＴＲＩは、サムネールポイントが存在するセルの番号を記述したＣＮと、目
標セル内のサムネールポイントを記述したＴＨＭ＿ＰＴとを含んでいる。
【０１８３】
　ここで、ムービーセル内にレジュームマーカが存在するときは、ＴＨＭ＿ＰＴは、ＲＴ
Ｒの再生時間記述フォーマットにより再生時間（ＰＴＭ）を記述したものになる。
【０１８４】
　また、サムネールがスチル画セル内に存在するときは、ＴＨＭ＿ＰＴは、対応するスチ
ル画ＶＯＢグループ（Ｓ＿ＶＯＧ）内のスチル画ＶＯＢエントリ番号（Ｓ＿ＶＯＢ＿ＥＮ
ＴＮ）を記述したものになる。
【０１８５】
　ＴＨＭ＿ＰＴＲＩの設定または利用は、ＲＴＲレコーダにとってもＲＴＲプレーヤにと
っても、オプション扱いとすることができる。ＲＴＲレコーダがＴＨＭ＿ＰＴＲＩを扱え
る能力を持たないときは、８バイトのＴＨＭ＿ＰＴＲＩの全てを「ＦＦｈ」にセットすれ
ば良い。ＲＴＲプレーヤがＴＨＭ＿ＰＴＲＩを扱える能力を持たないときは、単にＴＨＭ
＿ＰＴＲＩを無視すれば良い。
【０１８６】
　図２２は、図１９のセル情報ＣＩのデータ構造を示している。図示するように、セル情
報には、ムービーセル情報Ｍ＿ＣＩおよびスチル画セル情報Ｓ＿ＣＩの２種類がある。
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【０１８７】
　エントリポイントに関する情報（Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ）は、図５のナビゲーションデータフ
ァイルＲＴＲ．ＩＦＯの中のムービーセル情報Ｍ＿ＣＩ内に、書き込まれている。
【０１８８】
　図２３は、図２２のムービーセル情報Ｍ＿ＣＩのデータ構造を示している。図示するよ
うに、Ｍ＿ＣＩは、ムービーセル一般情報Ｍ＿Ｃ＿ＧＩと、１以上のムービーセルエント
リポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ＃１～Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ＃ｎとを含んでいる。
【０１８９】
　図２４は、図２３のムービーセル一般情報Ｍ＿Ｃ＿ＧＩの内容を示している。
【０１９０】
　すなわち、Ｍ＿Ｃ＿ＧＩは、セルの形式を記述したＣ＿ＴＹと、このセルのＶＯＢに対
応するムービーＶＯＢＩサーチポインタの番号を記述したＭ＿ＶＯＢＩ＿ＳＲＰＮと、セ
ルエントリポイント情報の数を記述したＣ＿ＥＰＩ＿Ｎｓと、このセルの再生開始時間を
ＲＴＲ再生時間記述フォーマットでもって記述したＣ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭと、このセルの再
生終了時間をＲＴＲ再生時間記述フォーマットでもって記述したＣ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭとを
含んでいる。
【０１９１】
　ここで、Ｃ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭおよびＣ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭには、次の条件を満足するよう
になっている。
【０１９２】
　（１）オリジナルＰＧＣ内のセルの場合
　　Ｃ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭは、対応ＶＯＢの最初の４つのＶＯＢＵ内に入ること；
　　Ｃ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭは、対応ＶＯＢの最後の４つのＶＯＢＵ内に入ること；
　（２）ユーザ定義ＰＧＣ内のセルの場合
　Ｏ＿Ｃ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭ≦Ｃ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭ＜Ｃ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭ≦Ｏ＿Ｃ＿Ｖ＿Ｅ
＿ＰＴＭの関係をまんぞくすること；
ただし、Ｏ＿Ｃ＿Ｖ＿Ｓ＿ＰＴＭはこのセルで参照されるＶＯＢに対応したオリジナルセ
ルの再生開始時間を示し、Ｏ＿Ｃ＿Ｖ＿Ｅ＿ＰＴＭはこのセルで参照されるＶＯＢに対応
したオリジナルセルの再生終了時間を示す。
【０１９３】
　図２５は、図２３のムービーセルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの内容を示して
いる。
【０１９４】
　このＭ＿Ｃ＿ＥＰＩには、２種類（タイプ１とタイプ２）がある。テキスト情報のない
タイプ１のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩはＥＰ＿ＴＹおよびＥＰ＿ＰＴＭで構成され、テキスト情報の
あるタイプ２のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩはＥＰ＿ＴＹ、ＥＰ＿ＰＴＭおよびＰＲＭ＿ＴＸＴＩで構
成される。図２５はタイプ２の場合を示している。
【０１９５】
　図２５に示すようにＭ＿Ｃ＿ＥＰＩは、エントリポイントの形式を記述したＥＰ＿ＴＹ
と、エントリポイントの再生時間をＲＴＲ再生時間記述フォーマットで記述したＥＰ＿Ｐ
ＴＭと、エントリポイントの一次テキスト情報等を記述したＰＲＭ＿ＴＸＴＩとを含んで
いる。
【０１９６】
　なお、再生が行われるときは、ＥＰ＿ＰＴＭの値、セル再生時間は、タイムマップＴＭ
ＡＰ情報（図１４～図１６参照）によりＶＯＢＵを指すファイルポイン夕に変換され、こ
れが更にファイルシステムによって物理アドレスに変換されるようになっている。
【０１９７】
　Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸＴＩは１２８バイトフィールドで構成されている。最初
の６４バイトはＡＳＣＩＩキャラクタセットで一次テキストを記述するのに用いられる。
ＡＳＣＩＩキャラクタセットの一次テキストが６４バイト未満のときは、６４バイトに満
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たない分は「００ｈ」で埋められる。残りの６４バイトは、他のキャラクタセット（シフ
トＪＩＳ、ＩＳＯ８８５９ー１５等）で一次テキストを記述するのに用いられる。この「
他のキャラクタセット」はＶＭＧＩ＿ＭＡＴに記述され、そのディスクの全ての一次テキ
スト情報に供給される。
【０１９８】
　なお、「０１ｈ」から「１Ｆｈ」までの間の値を取るターミナル制御コードは、ＰＲＭ
＿ＴＸＴＩ内に記載されることはない。
【０１９９】
　Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩのＥＰ＿ＴＹは、２ビットのタイプ識別コードを含む１バイトデータで
構成される。こ識別のコードが「００ｂ」ならタイプ１のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩ（一次テキスト
データが空あるいはなし）であることが示され、「０１ｂ」ならタイプ２（一次テキスト
データあり）のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩであることが示されるようになっている。
【０２００】
　このＥＰ＿ＴＹは、上記タイプ１とタイプ２を識別する２ビットのタイプ識別コード以
外に、６ビット分の予約領域を持っている。この予約領域の一部または全部のビットを利
用して、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＴ＿ＴＸＴＩの内容をさらに特定することができる。（６
ビット全てを利用すれば最大６４通りの特定ができる。この指定コードに６ビット以上を
割り当てて、より多くの種類を指定できるようにしても良い。）
　以下、この予約領域を利用したビットを、一次テキスト情報の内容を指定する指定コー
ドと呼ぶことにする。
【０２０１】
　上記指定コードの特定ビットにより、図２５のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸＴＩが、
「情報タイプ」および／または「情報日付」を伴った「テキスト情報」なのか、「情報タ
イプ」および／または「情報日付」を伴なわない「テキスト情報」なのかを指定できる。
【０２０２】
　さらに、上記指定コードの特定ビットにより、図２５のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸ
ＴＩが、「情報タイプ」および／または「情報日付」の他に、対応する「サムネール情報
」も伴う「テキスト情報」なのか、「サムネール情報」を伴なわない「テキスト情報」な
のかを指定できる。（ここでの「サムネール情報」は、たとえば図２１のサムネールポイ
ンタ情報ＴＨＭ＿ＰＴＲＩに対応する情報である。）
　さらに、上記指定コードの特定ビットにより、図２５のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸ
ＴＩが、「テキスト情報」なしで「サムネール情報」だけなのか、「テキスト情報」を伴
う「サムネール情報」なのかも指定できる。
【０２０３】
　上記ＥＰ＿ＴＹ中の指定コード（図示せず）が図２５の「情報タイプ」、「情報日付」
および「テキスト情報」を指定する場合、これらの情報は以下の内容を表現するのに用い
ることができる。
【０２０４】
　すなわち、「情報タイプ」にはエントリポイントの属性が記述され、「情報日付」には
エントリポイントが登録（ディスクに記録）された日時が記述され、「テキスト情報」に
はそのエントリポイントに関する付加情報（エントリポイントの映像の簡単な記述など）
が記述される。
【０２０５】
　上記「情報タイプ」に記述されるエントリポイントの属性としては、たとえば次のよう
なものがある：
　　情報タイプ［１］＝０；ユーザマーク（ユーザがエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝１；セットマーク（録再機がエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝２；欠陥開始マーク
　　情報タイプ［１］＝３；欠陥終了マーク
　　情報タイプ［１］＝４；再生開始マーク
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　　情報タイプ［１］＝５；再生終了マーク
　　情報タイプ［１］＝６；消去不可マーク
　　情報タイプ［１］＝７；その他のマーク（ユーザ、録再機以外からの指示等）
ここで、情報タイプ［１］の［１］は、情報タイプのデータフィールドの１番目を意味す
る。このデータフィールドが３ビット構成なら、情報タイプ［１］は８種類のマークを示
すことができる。
【０２０６】
　なお、図２５の「情報タイプ」、「情報日付」および／または「テキスト情報」（さら
には「サムネール情報」）と同様な情報は、図１０のプレイリストサーチポインタＰＬ＿
ＳＲＰ中に設けることもできる。
【０２０７】
　ところで、ＤＶＤ＿ＲＴＲシステムでは、図１８のテキストデータマネージャＴＸＴＤ
Ｔ＿ＭＧで管理されるテキスト以外のテキスト情報を扱えるように構成されている。この
テキスト情報として、プログラムに記述された一次テキスト情報（図２１）、プレイリス
トに記述された一次テキスト情報（図１０）および選択されたエントリポイントに記述さ
れた一次テキスト情報（図２５）がある。
【０２０８】
　これらの一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩは、ＡＳＣＩＩやシフトＪＩＳ等のキャラ
クタセットを用いて、該当する記録内容をユーザが識別するのに利用される。
【０２０９】
　その一例を、図２６に示す。すなわち、プレーヤ（ＲＴＲ録再機）は図２１の一次テキ
スト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩをディス１０クから読み出して、録画されたプログラム（ＰＧ
１、ＰＧ２、ＰＧ３、…）の録画日時情報を、プレーヤのディスプレイパネルに表示する
（この例ではプログラム＃１が昼の１２時３０分１５秒から録画開始されたことを示して
いる）。
【０２１０】
　ディスクから該当する一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩを読み出すと、プレーヤはそ
の結果をモニタ（テレビジョン）に出力する。すると、録画されたプログラム（ＰＧ１、
ＰＧ２、ＰＧ３、…）の再生が始まる前に、そのディスク１０に録画されているプログラ
ムの簡単な内容（ＰＧ１の「家族でバーベキュー」やＰＧ２の「娘７歳の誕生日」など）
が、モニタスクリーンに表示される。
【０２１１】
　ユーザは、この表示から、所望のプログラムを容易に選択できる。ユーザが所望のプロ
グラム（たとえば「家族でバーベキュー」）を図示しないリモコンのカーソル操作等で選
択し再生ボタンを押すと、プログラム＃１の再生が開始される。
【０２１２】
　プレイリストの一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図１０）を利用した表示／ユーザ
選択／再生動作、あるいはエントリポイントの一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図２
５）を利用した表示／ユーザ選択／再生動作も、ユーザにとっては同様な感覚で行なうこ
とができる。
【０２１３】
　すなわち、図２７に例示されるように、各プログラム中の任意の箇所にエントリポイン
ト（本に例えれば「しおり」に相当）を付けておき、そのエントリポイントの一次テキス
ト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図２５）に「家族でバーベキュー」のようなテキストを格納し
ておくことができる。
【０２１４】
　また、ユーザが、録画済みのプログラム＃１～＃４を任意のパーツに分解し、分解した
パーツの再生順序をプレイリスト＃１、＃２に登録し、各パーツにエントリポイントが付
いている場合も、同様である。
【０２１５】
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　さらに、各プレイリストの一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図１０）に「おばあち
ゃんとバーベキュー」といったショートタイトルを書き込んでおくこともできる。
【０２１６】
　図２８は、ユーザ定義ＰＧＣ（またはオリジナルＰＧＣ）を構成するセルの再生開始時
間／再生終了時間と、図５のムービービデオオブジェクトＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯを構成
する各ビデオオブジェクトＶＯＢのＶＯＢＵに対するオフセットアドレスとの対応例を説
明する図である。
【０２１７】
　図２８において、ＰＧＣＩおよびＭ＿ＶＯＢＩの情報は図５のＲＴＲ．ＩＦＯファイル
に格納される。また、セル集合のＰＣＧに対応するＶＯＢＵ集合のＶＯＢは、図５のＲＴ
Ｒ＿ＭＯＶ．ＶＲＯファイルに格納される。
【０２１８】
　図２８のオリジナルＰＧＣのプログラムチェーン情報ＰＧＣＩは１以上のセル集合であ
るプログラムの再生方法を管理し、ユーザ定義ＰＧＣ各々はユーザが決めた１以上のセル
集合の再生方法を管理するものである。
【０２１９】
　また、オリジナルＰＧＣのセルあるいはユーザ定義ＰＧＣのセルの再生開始時間および
再生終了時間は、図１３のＭ＿ＶＯＢＩ＃ｉそれぞれに含まれるタイムマップ情報ＴＭＡ
ＰＩにより、対応するビデオデータ等が格納されたＶＯＢＵの、ＶＲＯファイルの先頭か
らのファイルポインタに変換され、ファイルシステムにより物理アドレスに変換される。
【０２２０】
　各セルを再生するために、対応するＶＯＢの番号、再生開始時間、再生終了時間がセル
の情報として記述されている。セルを再生する際は、再生開始および終了時間を対応する
ＶＯＢＩに渡し、ＶＯＢＩに含まれるタイムマップ（ＴＭＡＰ）を用いて、セルの再生時
間に対応するＶＯＢＵを指すファイルボインタに変換し、更にファイルシステムによって
物理アドレスに変換して、ＶＯＢにアクセスする。
【０２２１】
　たとえば図２のオーディオ・ビデオデータエリアＤＡ２に記録されるビデオデータ（Ｖ
ＯＢＳ）は、１以上のプログラムチェーンＰＧＣの集まりで構成されている。各ＰＧＣは
１以上のセル集合であるプログラムが集まったものであり、どのセルをどんな順序で再生
してプログラムを構成するかは、オリジナルＰＧＣ情報あるいはユーザ定義のＰＧＣ情報
により決定できるようになっている。
【０２２２】
　オリジナルＰＧＣ情報あるいはユーザ定義ＰＧＣ情報で指定されたセルの再生時間およ
びその再生順序は、図１４のタイムマップ情報ＴＭＡＰＩの内容（図２８のタイムマップ
ＴＭＡＰ）に基づき、再生しようとするセルそれぞれを構成するＶＯＢＵのアドレスに変
換される。
【０２２３】
　すなわち、オリジナルＰＧＣ（最初の録画状態のセル再生順序）で再生を行なうときは
、図６のＯＲＧ＿ＰＧＣＩの内容に従いタイムマップ情報（ＴＭＡＰ）を介して再生すべ
き時間帯のＶＯＢＵのアドレスが求められ、その順序で再生が行われる。
【０２２４】
　一方、ユーザが独自に定義したＰＧＣ（録画後再生順序をユーザが編集した場合など）
で再生を行なうときは、図１７のＵＤ＿ＰＧＣＩの内容に従いタイムマップ情報（ＴＭＡ
Ｐ）を介して再生すべき時間帯のＶＯＢＵのアドレスが求められ、その順序で再生が行わ
れる。
【０２２５】
　ユーザ定義のＰＧＣ情報ＵＤ＿ＰＧＣＩによるセル再生順序は、オリジナルＰＧＣ情報
ＯＲＧ＿ＰＧＣＩによるセル再生順序と全く別物にしてしまうことができる。
【０２２６】
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　上記再生の時間と再生対象ＶＯＢＵのアドレスとは、図１４に示したタイムマップ情報
ＴＭＡＰＩ内のタイムエントリおよびＶＯＢＵエントリの内容を参照して、対応付けるこ
とができるようになっている。
【０２２７】
　図２９は、図１の記録・再生可能光ディスク１０を用いてビデオプログラム等のリアル
タイム録画・再生を行なう装置（ＲＴＲビデオレコーダ）の構成の一例を説明するブロッ
ク図である。
【０２２８】
　図２９に示すＲＴＲビデオレコーダの装置本体は、大まかにいって、ＤＶＤーＲＡＭま
たはＤＶＤーＲディスク１０を回転駆動し、このディスク１０に対して情報の読み書きを
実行するディスクドライブ部（３２、３４等）と、録画側を構成するエンコーダ部５０と
、再生側を構成するデコーダ部６０と、装置本体の動作を制御するマイクロコンピュータ
ブロック３０とで構成されている。
【０２２９】
　エンコーダ部５０は、ＡＤＣ（アナログ・デジタル変換器）５２と、ビデオエンコーダ
（Ｖエンコーダ）５３と、オーディオエンコーダ（Ａエンコーダ）５４と、副映像エンコ
ーダ（ＳＰエンコーダ）５５と、フォーマッタ５６と、バッファメモリ５７とを備えてい
る。
【０２３０】
　ＡＤＣ５２には、ＡＶ入力部４２からの外部アナログビデオ信号＋外部アナログオーデ
ィオ信号、あるいはＴＶチューナ４４からのアナログＴＶ信号＋アナログ音声信号等が入
力される。このＡＤＣ５２は、入力されたアナログビデオ信号を、たとえばサンプリング
周波数１３．５ＭＨｚ、量子化ビット数８ビットでデジタル化する。
【０２３１】
　同様に、ＡＤＣ５２は、入力されたアナログオーディオ信号を、たとえばサンプリング
周波数４８ｋＨｚ、量子化ビット数１６ビットでデジタル化する。
【０２３２】
　なお、ＡＤＣ５２にアナログビデオ信号およびデジタルオーディオ信号が入力されると
きは、ＡＤＣ５２はデジタルオーディオ信号をスルーパスさせる。
【０２３３】
　一方、ＡＤＣ５２にデジタルビデオ信号およびデジタルオーディオ信号が入力されると
きは、ＡＤＣ５２はデジタルビデオ信号およびデジタルオーディオ信号をスルーパスさせ
る。
【０２３４】
　ＡＤＣ５２からのデジタルビデオ信号成分は、ビデオエンコーダ（Ｖエンコーダ）５３
を介してフォーマッタ５６に送られる。また、ＡＤＣ５２からのデジタルオーディオ信号
成分は、オーディオエンコーダ（Ａエンコーダ）５４を介してフォーマッタ５６に送られ
る。
【０２３５】
　Ｖエンコーダ５３は、入力されたデジタルビデオ信号を、ＭＰＥＧ２またはＭＰＥＧ１
規格に基づき、可変ビットレートで圧縮されたデジタル信号に変換する機能を持つ。
【０２３６】
　また、Ａエンコーダ５４は、入力されたデジタルオーディオ信号を、ＭＰＥＧまたはＡ
Ｃ－３規格に基づき、固定ビットレートで圧縮されたデジタル信号（またはリニアＰＣＭ
のデジタル信号）に変換する機能を持つ。
【０２３７】
　ＤＶＤビデオ信号がＡＶ入力部４２から入力された場合、あるいはＤＶＤビデオ信号が
放送されそれがＴＶチューナ４４で受信された場合は、ＤＶＤビデオ信号中の文字放送信
号成分が、ＳＰエンコーダ５５に入力される。ＳＰエンコーダ５５に入力された副映像デ
ータは、所定の信号形態にアレンジされて、フォーマッタ５６に送られる。
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【０２３８】
　フォーマッタ５６は、バッファメモリ５７をワークエリアとして使用しながら、入力さ
れたビデオ信号、オーディオ信号、副映像信号等に対して所定の信号処理を行い、所定の
フォーマット（ファイル構造）に合致した記録データをデータプロセサ３６に出力する。
【０２３９】
　ここで、上記記録データを作成するための標準的なエンコード処理内容を簡単に説明し
ておく。すなわち、図２９のエンコーダ部５０においてエンコード処理が開始されると、
ビデオデータその他のエンコードにあたって必要なパラメータが設定される。次に、設定
されたパラメータを利用して主映像データがプリエンコードされ、設定された平均転送レ
ート（記録レート）に最適な符号量の分配が計算される。こうしてプリエンコードで得ら
れた符号量分配に基づき、主映像のエンコードが実行される。このとき、オーディオデー
タのエンコードも同時に実行される。
【０２４０】
　プリエンコードの結果、データ圧縮量が不十分な場合（録画しようとするＤＶＤーＲＡ
ＭディスクまたはＤＶＤーＲディスクに希望のビデオプログラムが収まり切らない場合）
、再度プリエンコードする機会を持てるなら（たとえば録画のソースがビデオテープある
いはビデオディスクなどの反復再生可能なソースであれば）、主映像データの部分的な再
エンコードが実行され、再エンコードした部分の主映像データがそれ以前にプリエンコー
ドした主映像データ部分と置換される。このような一連の処理によって、主映像データお
よびオーディオデータがエンコードされ、記録に必要な平均ビットレートの値が、大幅に
低減される。
【０２４１】
　同様に、副映像データをエンコードするに必要なパラメータが設定され、エンコードさ
れた副映像データが作成される。
【０２４２】
　以上のようにしてエンコードされた主映像データ、オーディオデータおよび副映像デー
タが組み合わされて、ＤＶＤ＿ＲＴＲビデオの構造に変換される。
【０２４３】
　エンコードされた主映像データ、オーディオデータおよび副映像データは、図３に示す
ような一定サイズ（２０４８バイト）のパックに細分化される。これらのパックには、ダ
ミーパックが適宜挿入される。なお、ダミーパック以外のパック内には、適宜、ＰＴＳ（
プレゼンテーションタイムスタンプ）、ＤＴＳ（デコードタイムスタンプ）等のタイムス
タンプが記述される。副映像のＰＴＳについては、同じ再生時間帯の主映像データあるい
はオーディオデータのＰＴＳより任意に遅延させた時間を記述することができる。
【０２４４】
　そして、各データのタイムコード順に再生可能なように、ＶＯＢＵ単位で各データセル
が配置されて、複数のセルで構成されるＶＯＢが構成される。このＶＯＢを１以上まとめ
たＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯファイルが、図５の構造でフォーマットされる。
【０２４５】
　なお、ＤＶＤビデオプレーヤからＤＶＤ再生信号をデジタルコピーする場合は、セル、
プログラムチェーン、管理テーブル、タイムスタンプ等の内容は初めから決まっているの
で、これらを改めて作成する必要はない。（ただし、ＤＶＤ再生信号をデジタルコピーで
きるようにＲＴＲビデオレコーダを構成するには、電子すかしその他の著作権保護手段が
講じられている必要がある。）
　ＤＶＤディスク１０に対して情報の読み書き（録画および／または再生）を実行するデ
ィスクドライブ部は、ディスクドライブ３２と、一時記憶部３４と、データプロセサ３６
と、システムタイムカウンタ（またはシステムタイムクロック；ＳＴＣ）３８とを備えて
いる。
【０２４６】
　一時記憶部３４は、ディスクドライブ３２を介してディスク１０に書き込まれるデータ
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（エンコーダ部５０から出力されるデータ）のうちの一定量分をバッファイリングしたり
、ディスクドライブ３２を介してディスク１０から再生されたデータ（デコーダ部６０に
入力されるデータ）のうちの一定量分をバッファイリングするのに利用される。
【０２４７】
　たとえば一時記憶部３４が４Ｍバイトの半導体メモリ（ＤＲＡＭ）で構成されるときは
、平均４Ｍｂｐｓの記録レートでおよそ８秒分の記録または再生データのバッファリング
が可能である。また、一時記憶部３４が１６ＭバイトのＥＥＰＲＯＭ（フラッシュメモリ
）で構成されるときは、平均４Ｍｂｐｓの記録レートでおよそ３０秒の記録または再生デ
ータのバッファリングが可能である。さらに、一時記憶部３４が１００Ｍバイトの超小型
ＨＤＤ（ハードディスク）で構成されるときは、平均４Ｍｂｐｓの記録レートで３分以上
の記録または再生データのバッファリングが可能となる。
【０２４８】
　一時記憶部３４は、録画途中でディスク１０を使い切ってしまった場合において、ディ
スク１０が新しいディスクに交換されるまでの録画情報を一時記憶しておくことに利用で
きる。
【０２４９】
　また、一時記憶部３４は、ディスクドライブ３２として高速ドライブ（２倍速以上）を
採用した場合において、一定時間内に通常ドライブより余分に読み出されたデータを一時
記憶しておくことにも利用できる。再生時の読み取りデータを一時記憶部３４にバッファ
リングしておけば、振動ショック等で図示しない光ピックアップが読み取りエラーを起こ
したときでも、一時記憶部３４にバッファリングされた再生データを切り替え使用するこ
とによって、再生映像が途切れないようにできる。
【０２５０】
　図２９では図示しないが、ＲＴＲビデオレコーダに外部カードスロットを設けておけば
、上記ＥＥＰＲＯＭはオプションのＩＣカードとして別売できる。また、ＲＴＲビデオレ
コーダに外部ドライブスロットあるいはＳＣＳＩインターフェイスを設けておけば、上記
ＨＤＤもオプションの拡張ドライブとして別売できる。
【０２５１】
　なお、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ付のパーソナルコンピュータをソフトウエアでＲＴＲビ
デオレコーダ化する場合（図示せず）では、パーソナルコンピュータ自身のハードディス
クドライブの空き領域の一部またはメインメモリの一部を、図２９の一時記憶部３４とし
て利用できる。
【０２５２】
　図２９のデータプロセサ３６は、マイクロコンピュータブロック３０の制御にしたがっ
て、エンコーダ部５０からのＤＶＤ＿ＲＴＲ記録データをディスクドライブ３２に供給し
たり、ディスク１０から再生されたＤＶＤ＿ＲＴＲ再生信号をドライブ３２から取り出し
たり、ディスク１０に記録された管理情報（図５のファイルデータの一部）を書き換えた
り、ディスク１０に記録されたデータ（ファイルの一部あるいは全部）の削除をしたりす
る。
【０２５３】
　マイクロコンピュータブロック３０は、ＭＰＵ（またはＣＰＵ）、制御プログラム等が
書き込まれたＲＯＭ、およびプログラム実行に必要なワークエリアを提供するＲＡＭを含
んでいる。
【０２５４】
　このマイクロコンピュータブロック３０のＭＰＵは、そのＲＯＭに格納された制御プロ
グラムに従い、そのＲＡＭをワークエリアとして用いて、後述するエントリポイント登録
処理、テキスト情報入力処理、再生メニュー表示処理、テキスト情報検索処理（録画内容
検索処理）、欠陥登録処理、優先消去順位登録処理などを、実行する。
【０２５５】
　これらの処理において、ＲＴＲビデオレコーダのユーザが入力するデータ（録画内容の
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ショートタイトルのテキスト入力など）は、情報入力部１００からＭＰＵ３０に提供され
る。この情報入力部１００としては、図示しないが、パーソナルコンピュータのキーボー
ドあるいはリモコンのカーソルキー／テンキーを利用することができる。
【０２５６】
　ＭＰＵ３０の実行結果のうち、ＲＴＲビデオレコーダのユーザに通知すべき内容は、Ｒ
ＴＲビデオレコーダの表示部４８に表示される。そして、この通知内容は、適宜、モニタ
ディスプレイに、オンスクリーンディスプレイ（ＯＳＤ）や副映像等を利用して、表示さ
れる。
【０２５７】
　なお、ＭＰＵ３０がディスクドライブ３２、データプロセサ３６、エンコーダ部５０お
よび／またはデコーダ部６０を制御するタイミングは、ＳＴＣ３８からの時間データに基
づいて、実行することができる（録画・再生の動作は、通常はＳＴＣ３８からのタイムク
ロックに同期して実行されるが、それ以外の処理は、ＳＴＣ３８とは独立したタイミング
で実行されてもよい）。
【０２５８】
　また、ＭＰＵ３０は、計時部４０からの時間データに基づいて、ディスク１０に記録さ
れた各プログラムの録画日時、エントリポイントの登録日時などの処理も実行することが
できるようになっている。
【０２５９】
　デコーダ部６０は、図３に示すようなパック構造を持つＤＶＤ＿ＲＴＲ再生データから
各パックを分離して取り出すセパレータ６２と、パック分離その他の信号処理実行時に使
用するメモリ６３と、セパレータ６２で分離された主映像データ（ビデオパックの内容）
をデコードするビデオデコーダ（Ｖデコーダ）６４と、セパレータ６２で分離された副映
像データ（副映像パックの内容）をデコードする副映像デコーダ（ＳＰデコーダ）６５と
、セパレータ６２で分離されたオーディオデータ（オーディオパックの内容）をデコード
するオーディオデコーダ（Ａデコーダ）６８と、Ｖデコーダ６４からのビデオデータにＳ
Ｐデコーダ６５からの副映像データを適宜合成し、主映像にメニュー、ハイライトボタン
、字幕その他の副映像を重ねて出力するビデオプロセサ６６と、ビデオプロセサ６６から
のデジタルビデオ出力をアナログビデオ信号に変換するビデオ・デジタル・アナログ変換
器（Ｖ・ＤＡＣ）６７と、Ａデコーダ６８からのデジタルオーディオ出力をアナログオー
ディオ信号に変換するオーディオ・デジタル・アナログ変換器（Ａ・ＤＡＣ）６９を備え
ている。
【０２６０】
　Ｖ・ＤＡＣ６７からのアナログビデオ信号およびＡ・ＤＡＣ６９からのアナログオーデ
ィオ信号は、ＡＶ出力部４６を介して、図示しない外部コンポーネント（２チャネル～６
チャネルのマルチチャネルステレオ装置＋モニタＴＶまたはプロジェクタ）に供給される
。
【０２６１】
　ＭＰＵ３０から適宜出力されるＯＳＤデータは、デコーダ部６０内のビデオプロセサ６
６に入力される。すると、このＯＳＤデータが主映像に重畳され、それがＡＶ出力部４６
に接続された外部モニタＴＶに供給される。すると、種々なテキスト情報が、主映像とと
もに表示される。
【０２６２】
　ＲＴＲビデオレコーダにおけるデータ処理には、大きく分けて、録画処理と再生処理の
２つがある。
【０２６３】
　図３０は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおける録画動作の一例を説明するフローチ
ャートである。
【０２６４】
　まず、ユーザによるリモコン操作あるいはタイマ録画プログラム（図示せず）によりＭ
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ＰＵ３０が録画命令受けると、ＭＰＵ３０は、ドライプ３２にセットされたディスク１０
（図１）から、管理データ（ファイルシステム等）を読み込み（ステップＳＴ１０）、録
画領域（書込領域）を決定する。
【０２６５】
　ディスク１０に必要最小限のサイズの未記録領域あるいは上書き消去可能領域がなく、
空き容量なしの場合は（ステップＳＴ１２ノー）、「録画スペースがない」旨の警告表示
を行い（ステップＳＴ１４）、録画を中止する。
【０２６６】
　空き容量がある場合は（ステップＳＴ１２イエス）、書込アドレスを決定し（ステップ
ＳＴ１６）、決定された領域に録画（書込）が行われるように管理領域（ＲＴＲ＿ＶＭＧ
ファイル等）に必要な書込を行なう（ステップＳＴ１８）。
【０２６７】
　次に、録画用の初期設定を行なう（ステップＳＴ２０）。すなわち、図２９のエンコー
ダ部５０の各エンコーダに平均転送レートを（たとえば４Ｍｂｐｓに）設定し、ＳＴＣ３
８を所定値（たとえばゼロ）にリセットし、ドライブ３２に書込開始アドレスを設定し、
フォーマッタ５６を（たとえばＭＰＥＧ２／４ＭｂｐｓによるＮＴＳＣ録画用に）初期設
定し、ダミーパック（図３～図４）の登録設定を行い、セルの区切り時間を所定値に設定
し、セルエントリポイント情報の数Ｃ＿ＥＰＩ＿Ｎｓ（図２４）をゼロに設定する。
【０２６８】
　以上の初期設定が済むと、エンコーダ部５０の各エンコーダに録画開始命令が設定され
て録画が開始され（ステップＳＴ２２）、録画処理（ステップＳＴ２３）に入る。
【０２６９】
　録画処理（ステップＳＴ２３）におけるビデオ信号の流れは、次のようになる。
【０２７０】
　まず、外部ＡＶ入力４２に入力されたＡＶ信号またはＴＶチューナ４４で受信された放
送信号は、ＡＤＣ５２においてＡ／Ｄ変換される。Ａ／Ｄ変換されたデジタルビデオ信号
はＡエンコーダ５４に入力される。また、放送に含まれているクローズドキャプション信
号または文字放送等のテキスト信号が、ＴＶチューナ４４からＳＰエンコーダ５５に入力
される。
【０２７１】
　各エンコーダは、それぞれに入力された信号を所定の方法で圧縮し、１パックあたり２
０４８パイトになるように切り分けてパケット化して、フォーマッタ５６に入力する。
【０２７２】
　　ここで、各デコーダは、ＳＴＣ３８からのカウント値に従つて各パケツトのＰＴＳ（
プレゼンテーションタイムスタンプまたは再生時間スタンプ）、ＤＴＳ（デコーディング
タイムスタンプ）を必要に応じて決定し、記録を行う。
【０２７３】
　フォーマッタ５６は、バッファメモリ５７にパケットデー夕を一時保存し、その後、入
力された各パケットデータをパック化して、ＧＯＰ毎にミキシングして、データプロセサ
３６に転送する。
【０２７４】
　データプロセサ３６は、転送されたパック（２ｋバイト）を１６パック毎にまとめてグ
ループ化（３２ｋバイト）し、たとえば積符号を利用したＥＣＣ処理を施して、ディスク
ドライブ３２へ送る。
【０２７５】
　このとき、まだドライブ３２に記録準備ができていないなら、データプロセサ３６から
の記録信号は一時記憶部に転送され、ドライブ３２がデータ記録の準備を完了するまで待
つ。そして、データ記録の準備ができた段階で、ドライブ３２は記録を開始する。
【０２７６】
　ここで、一時記憶部３４としては、高速アクセスで数分以上の記録データを保持するた
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め、大容量のメモリが使用される。
【０２７７】
　録画処理継続中において、所定の時間間隔（たとえば５分毎）でエントリポイントを自
動的に登録する処理が行われる（ステップＳＴ２５；図３３参照）。このエントリポイン
ト登録時間間隔は、たとえば１分単位でユーザが任意に設定できるようになっている。こ
の時間間隔がディスク１０の空き容量（録画可能時間）より長く設定されれば、エントリ
ポイントの自動登録はなされないことになる。
【０２７８】
　録画中（ステップＳＴ２７ノー）ユーザがエントリポイントの登録要求をすると（ステ
ップＳＴ２９イエス）、ステップＳＴ２５の処理とは別に、エントリポイントの登録が行
われる（ステップＳＴ３１；図３２参照）。
【０２７９】
　たとえば図示しないリモートコントローラにエントリポイントキーがあり、録画処理中
にこのエントリポイントキーが押されると、そのときの録画内容に対応する箇所に、エン
トリポイントの情報（図２５）が登録される。
【０２８０】
　このときＭＰＵ３０は、ユーザまたはセット（ＲＴＲビデオレコーダ）からのエントリ
ポイント登録要求に応じて、エントリポイントの情報を管理情報（図５のＲＴＲ＿ＶＭＧ
ファイル）に記録する。
【０２８１】
　録画が終了すると（ステップＳＴ２７イエス）、エンコーダ部５０内の各エンコーダお
よびフォーマッタを初期化し、所定の管理情報をドライブ３２に送り、これをディスク１
０のＲＴＲ＿ＶＭＧＩに記録する（ステップＳＴ３４）。
【０２８２】
　図３１は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおける再生動作の一例を説明するフローチ
ャートである。
【０２８３】
　まず、ユーザによるリモコン操作あるいはタイマ再生プログラム（図示せず）によりＭ
ＰＵ３０が再生命令受けると、ＭＰＵ３０は、ディスク１０の管理領域（ＲＴＲ＿ＶＭＧ
）を、ドライブ３２およびデータプロセサ３６を介して読み込み（ステップＳＴ４０）、
再生アドレスを決定する。
【０２８４】
　ＭＰＵ３０は、読み込んだ管理データに基づいて再生するプログラムチェーンおよびプ
ログラムを選択し（ステップＳＴ４２）、デコーダ部６０の各デコーダに再生開始命令を
設定する（ステップＳＴ４４）。
【０２８５】
　次に、ＭＰＵ３０は、ドライプ３２に決定された再生アドレスと読出命令を送り、再生
処理に入る（ステップＳＴ４６）。
【０２８６】
　ドライブ３２は、送られてきた読出命令に従って、ディスク１０（図１）のセクタデー
タを読み出し、データプロセサ３６でエラー訂正を行い、パックデータの形にして、デコ
ーダ部６０に出力する。
【０２８７】
　デコーダ部６０内では、読み出されたパックデータをセパレータ６２が受け取る。セパ
レータ６２は、受け取ったデータをパケット化し、データの種類（ビデオ、オーディオ、
副映像など）に応じて、ビデオパケットデータ（ＭＰＥＧビデオデー夕）はＶデコーダ６
４へ転送し、オーディオパケットデータはＡデコーダ６８へ転送し、副映像パケットデー
タはＳＰデコーダ６５へ転送する。
【０２８８】
　各デコーダへのパケットデー夕転送開始時に、ＳＣＲ（システムクロックリファレンス
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または基準システムクロック）がＳＴＣ３８にロードされる。そして、各デコーダは、パ
ケットデータ内のＰＴＳ（図３参照）の値に同期して（具体的にはＰＴＳとＳＴＣの値を
比較しながら）再生処理を行う。これにより、ビデオに同期した音声字幕付きの動画を再
生することができるようになる。
【０２８９】
　再生時に特定セルのエントリポイントの再生要求があれば（ステップＳＴ５０イエス）
、対象エントリポイントのＥＰ＿ＰＴＭ（図２５参照）をＴＭＡＰ（図１４参照）により
ファイルポインタに変換して、該当エントリポイントに対応するＶＯＢＵ（図２８参照）
にアクセスする（ステップＳＴ５２）。
【０２９０】
　エントリポイントの再生要求がなければ（ステップＳＴ５０ノー）、再生処理が継続さ
れる。
【０２９１】
　再生処理時にエントリポイントの登録要求があれば（ステップＳＴ５４イエス）、エン
トリポイントの登録処理が実施できる（ステップＳＴ３１）。このエントリポイント登録
処理は、録画時のエントリポイント登録処理（図３０のＳＴ３１）と同様な内容の処理で
よい。
【０２９２】
　再生を終了するときは（ステップＳＴ４８イエス）、その時点で再生中のＶＯＢＵが再
生し終わるまで待機したのち、デコード部６０の各デコーダにデコードを停止時の設定を
行って（ステップＳＴ５８）、再生処理を終了する。
【０２９３】
　図３２は、ＲＴＲビデオレコーダ（録再機）が録画あるいは再生を行っているときに、
ユーザまたは録再機が特定のビデオあるいはオーディオに対してエントリポイントを登録
する要求を出したときの、処理の一例を説明するフローチャートである。このエントリポ
イント登録処理は、図３０または図３１のステップＳＴ３１に対応する。
【０２９４】
　図２９のＲＴＲビデオレコーダ（録再機）のＭＰＵ３０は、ユーザまたは録再機からエ
ントリポイント登録要求を受け取ると（ステップＳＴ３１０）、ムービーセル一般情報Ｍ
＿Ｃ＿ＧＩ内のＣ＿ＥＰＩ＿Ｎｓ（図２４）を１つインクリメントする（ステップＳＴ３
１２）。
【０２９５】
　なお、エントリポイントの登録要求が全くない場合には、Ｃ＿ＥＰＩ＿Ｎｓは「０」に
設定されている。
【０２９６】
　Ｃ＿ＥＰＩ＿Ｎｓが１つインクリメントされたということは、現在録画中（あるいは再
生中）のプログラムのセルにエントリポイント情報が１つ追加され得ることを意味する。
そこで、ＭＰＵ３０はムービーセル情報（Ｍ＿ＣＩ）内にムービーセルエントリポイント
情報（Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ）の領域を確保する。
【０２９７】
　その後、所定時間以内（たとえば３０秒以内）にユーザからテキスト入力がなされ、あ
るいは録再機がエアチェック中の放送番組のクローズドキャプション等をテキスト入力と
して与えたとする（ステップＳＴ３１４イエス）。
【０２９８】
　なお、ここでのテキスト入力は、必ずしも文字入力に限定されず、たとえばユーザがメ
ニュー項目を選択したりアイコンをマウスでクリックしたりする操作結果の入力も含む。
【０２９９】
　すると、ＭＰＵ３０はムービーセルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ中のエントリ
ポイント形式ＥＰ＿ＴＹに「１」を設定する（ステップＳＴ３１６）。このＥＰ＿ＴＹ＝
「１」は、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ中に一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩが入っていることを示
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す。
【０３００】
　続いて、ＭＰＵ３０は、現在のＳＴＣ３８のカウント値を読み取り、この読取値をＭ＿
Ｃ＿ＥＰＩ内のエントリポイント再生時間ＥＰ＿ＰＴＭ（図２５）に書き込む（ステップ
ＳＴ３２０）。
【０３０１】
　さらに、ＭＰＵ３０は、計時部４０から現在時刻（年月日および時、分、秒）を読み取
り、この読取値をＭ＿Ｃ＿ＥＰＩの一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報日付（図
２５）に書き込む（ステップＳＴ３２２）。
【０３０２】
　その後、ＭＰＵ３０は、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報タイプ［１］に、
以下の属性データ（０～７のいずれか）を書き込む（ステップＳＴ３２４）：
　　情報タイプ［１］＝０；ユーザマーク（ユーザがエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝１；セットマーク（録再機がエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝２；欠陥開始マーク
　　情報タイプ［１］＝３；欠陥終了マーク
　　情報タイプ［１］＝４；再生開始マーク
　　情報タイプ［１］＝５；再生終了マーク
　　情報タイプ［１］＝６；消去不可マーク
　　情報タイプ［１］＝７；その他のマーク（ユーザ、録再機以外からの指示等）
　ここで、情報タイプ［１］の［１］は、情報タイプのデータフィールドの１番目を意味
する。この１番目のデータフィールドが３ビット構成なら情報タイプ［１］は８種類の属
性を示すことができ、８ビット構成なら２５６種類の属性を示すことができる。
【０３０３】
　具体的には、ユーザがエントリポイント登録を要求したときは情報タイプ［１］＝０と
なり、録再機すなわちＲＴＲビデオレコーダのセットがエントリポイント登録を要求した
ときは情報タイプ［１］＝１となる。
【０３０４】
　後述する欠陥開始マークに対しては情報タイプ［１］＝２となり、欠陥終了マークに対
しては情報タイプ［１］＝３となる。
【０３０５】
　後述する再生開始マークに対しては情報タイプ［１］＝４となり、再生終了マークに対
しては情報タイプ［１］＝５となる。
【０３０６】
　後述する消去不可マークに対しては情報タイプ［１］＝６となる。
【０３０７】
　また、エントリポイント登録要求が、放送番組録画中に放送局から送られてきたもので
あるか、通信回線を介してデジタルビデオデータをダウンロード中に通信相手から送られ
てきたものであるときは、情報タイプ［１］＝７となる。
【０３０８】
　エントリポイント登録処理中にそのエントリポイントに対してテキスト入力がないとき
は（ステップＳＴ３１４ノー）、このＥＰ＿ＴＹには「０」が設定される（ステップＳＴ
３１８）。
【０３０９】
　すると、ＭＰＵ３０はムービーセルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ中のＥＰ＿Ｔ
Ｙに「０」を設定する（ステップＳＴ３１６）。このＥＰ＿ＴＹ＝「０」は、Ｍ＿Ｃ＿Ｅ
ＰＩ中の一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩに中身がないことを示す。
【０３１０】
　この場合は、ＥＰ＿ＰＴＭにＰＴＳを設定し（ステップＳＴ３３０）、ＰＲＭ＿ＴＸＴ
Ｉ内の情報タイプ［１］に所定の内容を入れて（ステップＳＴ３２４）、エントリポイン
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ト登録処理を終了する。
【０３１１】
　図３３は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおけるエントリポイント自動登録処理（一
定時間間隔でエントリポイントを登録）の一例を説明するフローチャートである。
【０３１２】
　この処理では、記録対象のビデオ映像あるいは音声の内容に関係なく、所定の時間間隔
で（録画動作を中断することなく）エントリポイントが自動的に登録される。
【０３１３】
　まず、録画開始前に、ユーザが初期設定を行なう。すなわち、エントリポイント登録間
隔を分単位で指定するパラメータａの数値がユーザにより設定され、インデックスパラメ
ータｎが１にプリセットされる（ステップＳＴ２００）。
【０３１４】
　ユーザがなにもしないときは、パラメータａとして所定のデフォルト値（たとえば５分
間隔のａ＝５、あるいはエントリポイントの自動登録を禁止するａ＝０など）が選択され
、ｎが１にプリセットされる
　録画開始時の初期設定が済んだ後録画が開始されると、たとえば図３０のステップＳＴ
２５のタイミングで、エントリポイント一定間隔登録処理が実行される。
【０３１５】
　すなわち、最初に、録画時間経過を示すＳＴＣがａ×ｎ×５４０００００（９０ｋＨｚ
クロックを用いる場合ａｎ分に相当）と比較される（ステップＳＴ２５０）。
【０３１６】
　録画開始後まだａｎ分（最初はａｎ＝５分）経過していなければ（ステップＳＴ２５０
ノー）、図３０の録画処理ＳＴ２３に戻る。
【０３１７】
　録画開始後ａｎ分（ａｎ＝５分）経過したら（ステップＳＴ２５０イエス）、たとえば
図３２を参照して説明した内容のエントリポイント登録処理が実行される（ステップＳＴ
３１）。
【０３１８】
　そのとき（録画開始から５分目）のエントリポイント登録が済むと、インデックスパラ
メータｎは１つインクリメントされ（ステップＳＴ２５２）、図３０の録画処理ＳＴ２３
に戻る。
【０３１９】
　録画開始後まだａｎ分（次はａｎ＝１０分）経過していなければ（ステップＳＴ２５０
ノー）、図３０の録画処理ＳＴ２３に戻る。
【０３２０】
　録画開始後ａｎ分（ａｎ＝１０分）経過したら（ステップＳＴ２５０イエス）、たとえ
ば図３２を参照して説明した内容のエントリポイント登録処理が実行される（ステップＳ
Ｔ３１）。
【０３２１】
　以上の動作は、録画が終了するまで反復される。その結果、たとえば５４分のテレビ放
送番組を録画すると、そこに１０カ所のエントリポイントが５分間隔で自動的に登録され
る。
【０３２２】
　なお、ＲＴＲビデオレコーダが自動的にエントリポイントを入れるケースとしては、上
述した録画内容に関係ない一定時間間隔登録の場合以外に、
記録開始時、記録終了時、記録中の一時停止時、再生開始時、再生終了時、再生中の一時
停止時、録画対象のビデオ映像が切り替わったとき、録画対象のビデオ音声が切り替わっ
たときなどがある。
【０３２３】
　たとえば、録画ソースの音声レベルの切り替わり（所定レベル以下の音声が一定時間持
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続したかどうか）を検知して、その検知部分でエントリポイントを自動的に登録すること
ができる。
【０３２４】
　あるいは、録画ソースのＭＰＥＧ映像データの変化（シーンチェンジにより画像内容が
急激に変化すると、動画圧縮率が下がるので、ＭＰＥＧエンコーダ内のバッファ容量が短
時間で急激に消費される）からシーンチェンジ検知して、その検知部分でエントリポイン
トを自動的に登録することができる。
【０３２５】
　図３４は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおけるテキスト情報入力処理の一例を説明
するフローチャートである。
【０３２６】
　まず、ＭＰＵ３０は、ディスク１０から管理データ（図５、図６のＲＴＲ＿ＶＭＧ等）
を読み込む（ステップＳＴ１００）。この読み込みにより、ＭＰＵ３０は、プレイリスト
の情報内容（図８～図１１）、ＰＧＣの情報内容（図１９～図２１）、およびムービーセ
ル情報Ｍ＿ＣＩの内容（図２３～図２５）を、適宜知ることができるようになる。
【０３２７】
　次に、ＭＰＵ３０は、読み込んだ管理データから、全てのエントリポイントのムービー
セルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの中身を読み取る（ステップＳＴ１０２）。
【０３２８】
　すなわち、ＭＰＵ３０は、各々のエントリポイントに対して、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ（図２５
）から、エントリポイント形式ＥＰ＿ＴＹ＝「０１ｂ」（一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸ
ＴＩあり）のエントリポイントを選別抽出する。次に、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩありのエントリ
ポイントに関して、エントリポイント再生時間ＥＰ＿ＰＴＭと、一次テキスト情報ＰＲＭ
＿ＴＸＴＩを読み取る。そして、読み取ったＰＲＭ＿ＴＸＴＩから、そのエントリポイン
トの情報タイプと情報日付とテキスト情報を読み込む。
【０３２９】
　このＭ＿Ｃ＿ＥＰＩの読込処理は、未処理のエントリポイントがある間は（ステップＳ
Ｔ１０４ノー）反復される。
【０３３０】
　Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの読込処理をしていない残りエントリポイントがなくなると（ステップ
ＳＴ１０４イエス）、ＭＰＵ３０は、読み込んだ内容に基づいて、入力メニュー情報をモ
ニタに出力する（ステップＳＴ１０６）。
【０３３１】
　この入力メニューでは、たとえば図３５に例示するように、ＥＰ＿ＰＴＭに基づく再生
時間（時、分）と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩのテキスト情報に基づくタイトルと、ＴＨＭ＿ＰＴ
ＲＩ（図１０）に基づくサムネール画像と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報タイプに基づく属性
と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報日付に基づくマーク記録日時（年月日、時、分）が、項目毎
に分類され、かつ再生時間順（あるいは記録時間順）にソートされて、表示される。
【０３３２】
　ユーザは、図示しないリモートコントローラのカーソルキー操作あるいはオプションの
キーボード等を利用して、メニュー内タイトル部分の所定の行位置にカーソルを移動させ
、テキスト入力しようとするエントリポイントを選択する（ステップＳＴ１０８）。これ
により、ユーザは、リモートコントローラあるいはキーボードを操作して、目的のエント
リポイントに希望するテキスト入力を行なうことができる（ステップＳＴ１１０）。
【０３３３】
　以上のテキスト入力は、ユーザが希望するエントリポイント全てに対して実行される（
ステップＳＴ１１２イエス、ＳＴ１０６～ＳＴ１１０）、
　テキスト入力がユーザ希望のエントリポイント全てに対して終了すれば（ステップＳＴ
１１２ノー）、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内のテキスト情報（図２５）が図３５
に例示された内容に更新され（ステップＳＴ１１４）、更新後のデータが管理データ（Ｒ
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ＴＲ＿ＶＭＧ）の所定領域に書き込まれる（ステップＳＴ１１６）。
【０３３４】
　以上のようにして、ユーザが望むエントリポイントに対してユーザ希望のテキスト情報
等が入力され、その内容が該当ディスク１０（図１）に登録される。
【０３３５】
　図３６は、図３４の処理により図３５に例示するような情報がディスク１０に登録され
たときの様子を模式的に示している。
【０３３６】
　図３６において、記録時間００’００”の録画開始時のエントリポイントの属性「１０
」と、記録時間０２’００”の録画終了時のエントリポイントの属性「１０」は、ＲＴＲ
ビデオレコーダが自動的にエントリポイントを挿入したことを示す。ここで、記録日時は
図２９の計時部４０からのタイムデータに基づき書き込まれ、テキスト「シンデレラ」は
放送プログラム（文字入り放送）中の冒頭にあるクローズドキャプションから取り出して
自動的に書き込んだものである。
【０３３７】
　ディスクの記録時間００’３０”と０１’００”と０１’１０”の３カ所のエントリポ
イントは、上記シンデレラという録画済みプログラムの途中に、ユーザ操作により上書き
録画された部分を示す。そのため、エントリポイントの属性はユーザマークの「００」と
され、記録日時もシンデレラの記録日時と大きく離れている。
【０３３８】
　このユーザによるエントリポイントでは、その部分の画像（ＭＰＥＧのＩピクチャを縮
小したもの）がサムネールとして取り出され、このサムネールが、エントリポイントのデ
ータの一部として、プレイリストサーチポインタＰＬ＿ＳＲＰ（図１０）のＴＨＭ＿ＰＴ
ＲＩに登録されている。
【０３３９】
　図３７は、図３６のようなサムネールの登録は行われず、その代わりに、エントリポイ
ントにおいてユーザがテキスト入力を行い、そのテキスト情報がムービーセルエントリポ
イント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩのＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図２５）に登録された場合を例示してい
る。
【０３４０】
　図３８は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおける再生メニュー表示処理の一例を説明
するフローチャートである。
【０３４１】
　まず、ＭＰＵ３０は、ディスク１０から管理データ（ＲＴＲ＿ＶＭＧ等）を読み込む（
ステップＳＴ７００）。この読み込みにより、ＭＰＵ３０は、プレイリストの情報内容（
図８～図１１）、ＰＧＣの情報内容（図１９～図２１）、およびムービーセル情報Ｍ＿Ｃ
Ｉの内容（図２３～図２５）を、適宜知ることができるようになる。
【０３４２】
　次に、ＭＰＵ３０は、読み込んだ管理データから、全てのエントリポイントのムービー
セルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの中身を読み取る（ステップＳＴ７０２）。
【０３４３】
　すなわち、ＭＰＵ３０は、各々のエントリポイントに対して、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ（図２５
）から、エントリポイント形式ＥＰ＿ＴＹ＝「０１ｂ」（一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸ
ＴＩあり）のエントリポイントを選別抽出する。次に、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴ
Ｉを読み取り、そのエントリポイントの情報タイプ［１］を読み込む。
【０３４４】
　この情報タイプ［１］の記述内容は：
　　情報タイプ［１］＝０；ユーザマーク（ユーザがエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝１；セットマーク（録再機がエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝２；欠陥開始マーク
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　　情報タイプ［１］＝３；欠陥終了マーク
　　情報タイプ［１］＝４；再生開始マーク
　　情報タイプ［１］＝５；再生終了マーク
　　情報タイプ［１］＝６；消去不可マーク
　　情報タイプ［１］＝７；その他のマーク（ユーザ、録再機以外からの指示等）
となっている。
【０３４５】
　読み込んだ情報タイプ［１］が０（ユーザマーク）または１（セットマーク）であれば
（ステップＳＴ７０３イエス）、ＭＰＵ３０は、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩから
、情報日付とテキスト情報をさらに読み込む（ステップＳＴ７０４）。
【０３４６】
　読み込んだ情報タイプ［１］が０でも１でもないときは（ステップＳＴ７０３ノー）、
ステップＳＴ７０４はスキップされる。
【０３４７】
　上記Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの情報読込処理（ＳＴ７０２～ＳＴ７０４）は、未処理のエントリ
ポイントがある間は（ステップＳＴ７０６ノー）反復される。
【０３４８】
　この処理の反復により、ＭＰＵ３０は、ユーザマークまたはセットマークのエントリポ
イントのムービーセル情報を全て取り込むことができる。
【０３４９】
　Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの読込処理をしていない残りエントリポイントがなくなると（ステップ
ＳＴ７０６イエス）、ＭＰＵ３０は、読み込んだ内容に基づいて、再生メニュー情報をモ
ニタに出力する（ステップＳＴ７０８）。
【０３５０】
　この再生メニューでは、たとえば図３９に例示するように、ＥＰ＿ＰＴＭに基づく再生
時間（時、分）と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩのテキスト情報に基づくタイトルと、ＴＨＭ＿ＰＴ
ＲＩ（図１０）に基づくサムネール画像と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報タイプに基づく属性
と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報日付に基づくマーク記録日時（年月日、時、分）が、項目毎
に分類され、かつエントリポイントの再生時間順（あるいはエントリポイントのマーク記
録時間順）にソートされて、表示される。
【０３５１】
　ユーザは、たとえばリモートコントローラ（図示せず）のカーソルキー操作により、再
生メニュー内の所望の行位置にタイトル選択カーソルを移動させ、これから再生しようと
するエントリポイントを選択する（ステップＳＴ７１０）。
【０３５２】
　こうして選択されたエントリポイントのエントリポイント再生時間値を、ＭＰＵ３０は
、タイムマップの情報（図１４～図１６）に基づいて、対応するフアイルポインタに変換
する（ステップＳＴ７１２）。このファイルポインタを用いることにより、エントリポイ
ント再生時間値をファイルシステムによって物理アドレス（ＶＯＢＵアドレス）に変換し
て、再生を開始する。
【０３５３】
　図４０は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおけるテキスト情報検索処理の一例を説明
するフローチャートである。
【０３５４】
　まず、ＭＰＵ３０は、検索キーワード入力用の再生メニューを表示する処理を行なう（
ステップＳＴ４００）。
【０３５５】
　この検索用再生メニューは、各エントリポイントのＭ＿Ｃ＿ＥＰＩ（図２５）に記録さ
れた情報を対象に検索を行なうときのキーワードを、ユーザが入力するときに用いられる
。
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【０３５６】
　たとえば、図４１に示すように、ユーザが、タイトル中に「シンデレラ」という文字列
を含むものであって１９９９年１月にマークしたもの全てを検索するように、検索キーワ
ードを入力したとする（ステップＳＴ４０２）。
【０３５７】
　すると、ＭＰＵ３０は、ディスク１０から管理データ（ＲＴＲ＿ＶＭＧ）を読み取って
、記録された全てのエントリポイントのムービーセル情報Ｍ＿ＣＩの内容を獲得する（ス
テップＳＴ４０４）。
【０３５８】
　そして、獲得した情報からＭ＿Ｃ＿ＥＰＩを取り出し、その中のＰＲＭ＿ＴＸＴＩ（図
２５）から、情報日付およびテキスト情報を読み込む（ステップＳＴ４０６）。
【０３５９】
　次に、ＭＰＵ３０は、ユーザが設定したキーワード（９９年１月にマークした「シンデ
レラ」という文字列を含むもの）を元に、検索を行なう。
【０３６０】
　その結果キーワードにマッチするエントリポイントが見つかれば（ステップＳＴ４０８
イエス）、そのエントリポイントのＰＲＭ＿ＴＸＴＩから、そのエントリポイントの情報
タイプ［１］を読み込む（ステップＳＴ４１０）。
【０３６１】
　この情報タイプ［１］の記述内容は：
　　情報タイプ［１］＝０；ユーザマーク（ユーザがエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝１；セットマーク（録再機がエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝２；欠陥開始マーク
　　情報タイプ［１］＝３；欠陥終了マーク
　　情報タイプ［１］＝４；再生開始マーク
　　情報タイプ［１］＝５；再生終了マーク
　　情報タイプ［１］＝６；消去不可マーク
　　情報タイプ［１］＝７；その他のマーク（ユーザ、録再機以外からの指示等）
となっている。
【０３６２】
　読み込んだ情報タイプ［１］の内容に基づいて、たとえば、読み込んだ情報タイプ［１
］が１以外のエントリポイントを検索結果から外し、ＲＴＲビデオレコーダが録画時に書
き込んだエントリポイントの部分だけを検索結果に残すことができる。
【０３６３】
　あるいは、読み込んだ情報タイプ［１］が２（または２Ｘ；Ｘは任意の整数値）と３（
または３Ｘ）のときは、そのエントリポイントに該当するセルの記録箇所に（再生時ＥＣ
Ｃエラー訂正失敗不能などの）欠陥があり、場合により、検索結果から外すことができる
。
【０３６４】
　検索が全て終了し未検索のエントリポイントがなくなれば（ステップＳＴ４１２イエス
）、ＭＰＵ３０は、たとえば図４２に示すように、検索結果をモニタに表示する（ステッ
プＳＴ４１４）。
【０３６５】
　こうして検索されたエントリポイントのエントリポイント再生時間値を、ＭＰＵ３０は
、タイムマップの情報（図１４～図１６）に基づいて、対応するフアイルポインタに変換
する（ステップＳＴ４１８）。このファイルポインタを用いることにより、エントリポイ
ント再生時間値をファイルシステムによって物理アドレス（ＶＯＢＵアドレス）に変換す
ることで、検索されたエントリポイントマーク部分だけを、選択的に再生できるようにな
る。
【０３６６】
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　図４３は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおける欠陥登録処理の一例を説明するフロ
ーチャートである。
【０３６７】
　この欠陥登録処理は、ユーザが使い古しディスクのチェックを希望するとき等に、実行
される。
【０３６８】
　まず、ＭＰＵ３０は、管理データ（ＲＴＲ＿ＶＭＧ）を読み取り（ステップＳＴ５００
）、欠陥フラグを「０」にリセットする（ステップＳＴ５０２）。
【０３６９】
　この欠陥フラグは、ＭＰＵ３０の内部ＲＡＭまたは内部レジスタの一部に設定すること
ができる。
【０３７０】
　次にディスク１０の再生を行なう（ステップＳＴ５０４）。この再生は図３１のステッ
プＳＴ４６にと同様な処理である。
【０３７１】
　最初は欠陥フラグは「０」である（ステップＳＴ５０６イエス）。再生中、欠陥（ＥＣ
Ｃエラー訂正失敗）がなく（ステップＳＴ５０８ノー）、再生終了でなければ（ステップ
ＳＴ５１６ノー）、通常とおり再生が継続される（ステップＳＴ５０４～ＳＴ５１６のル
ープ）。
【０３７２】
　再生中に欠陥（ＥＣＣエラー訂正失敗）が発見されると（ステップＳＴ５０８イエス）
、セルエントリポイント情報の数Ｃ＿ＥＰＩ＿Ｎｓ（図２４）が１つインクリメントされ
、エントリポイント形式ＥＰ＿ＴＹ（図２５）に「１」が設定され、エントリポイント再
生時間ＥＰ＿ＰＴＭ（図２５）にその時点でのＰＴＳ（図３）が設定され、一次テキスト
情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報日付（図２５）に現在の日付（計時部４０からの日付デー
タ）が設定される（ステップＳＴ５１０）。
【０３７３】
　次に、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報タイプ（図２５）に２Ｘ（Ｘは任意
の整数値）が設定される（ステップＳＴ５１２）。この２Ｘに設定された情報タイプによ
り、欠陥の開始点が登録される。
【０３７４】
　ここで、欠陥が初めて発見されたものであれば、情報タイプの２Ｘは２０となる。発見
された欠陥が２番目なら情報タイプの２Ｘは２１となり、３番目なら２２となる。
【０３７５】
　欠陥開始点の登録が済むと、欠陥フラグが「１」にセットされる（ステップＳＴ５１４
）。
【０３７６】
　その後、再生終了でなければ（ステップＳＴ５１６ノー）、再生が継続される（ステッ
プＳＴ５０４）。
【０３７７】
　この継続再生の直前に欠陥フラグが「１」に設定されているので（ステップＳＴ５０６
ノー）、今度は別の処理ループに入る。
【０３７８】
　まず、欠陥の有無（ＥＣＣエラー訂正の失敗の有無）がチェックされる。欠陥がまだ続
いており（ステップＳＴ５１８イエス）、再生終了でなければ（ステップＳＴ５２６ノー
）、ＭＰＵ３０は、欠陥部の再生中であることをユーザに知らせるデータをビデオデコー
ダ６４に転送する。すると、図示しないモニタ画面に、ブルーバックで「現在欠陥個所を
再生中」といった趣旨の警告文字あるいは警告マークが表示される（ステップＳＴ５２８
）。あるいは欠陥フラグが「１」にセットされる直前の（無欠陥の）Ｉピクチャがデコー
ダ部６０のビデオバッファ（図示せず）に残っているなら、そのＩピクチャ（スチル画）
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を、欠陥個所再生中をユーザに通知する意図で、ビデオデコーダ６４に転送することもで
きる。
【０３７９】
　欠陥フラグが「１」にセットされたあと欠陥がなくなると（ＥＣＣエラー訂正成功）と
、そこは欠陥部分の終了点となる。
【０３８０】
　欠陥部分の再生が終了しＥＣＣエラー訂正が正常に機能するようになると（ステップＳ
Ｔ５１８ノー）、セルエントリポイント情報の数Ｃ＿ＥＰＩ＿Ｎｓ（図２４）が１つイン
クリメントされ、エントリポイント形式ＥＰ＿ＴＹ（図２５）に「１」が設定され、エン
トリポイント再生時間ＥＰ＿ＰＴＭ（図２５）にその時点でのＰＴＳ（図３）が設定され
、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報日付（図２５）に現在の日付（計時部４０
からの日付データ）が設定される（ステップＳＴ５２０）。
【０３８１】
　次に、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ内の情報タイプ（図２５）に３Ｘ（Ｘは任意
の整数値）が設定される（ステップＳＴ５２２）。この３Ｘに設定された情報タイプによ
り、欠陥の終了点が登録される。
【０３８２】
　ここで、欠陥が初めて発見されたものであれば、情報タイプの３Ｘは３０となる。発見
された欠陥が２番目なら情報タイプの３Ｘは３１となり、３番目なら３２となる。
【０３８３】
　ここで、ステップＳＴ５１２の２Ｘ（２０、２１、２２、…）はステップＳＴ５２２の
３Ｘ（３０、３１、３２、…）とペアになるっている。すなわち、最初の欠陥に対しては
、その開始点と終了点のエントリポイントの情報タイプとして、「２０」と「３０」のペ
アが割り当てられる。
【０３８４】
　欠陥終了点の登録が済むと、欠陥フラグが「０」にリセットされる（ステップＳＴ５２
４）。
【０３８５】
　その後、再生終了でなければ（ステップＳＴ５２６ノー）、再生が継続される（ステッ
プＳＴ５０４）。
【０３８６】
　こんどは欠陥フラグが「０」なので、新たな欠陥個所の再生にはいるまで、ステップＳ
ＴＳＴ５０４～５１６のループが実行される。
【０３８７】
　欠陥が全く発見されることなく再生が終了すると（ステップＳＴ５０８ノー、ステップ
ＳＴ５１６イエス）、情報タイプ２Ｘは登録されず、情報タイプ３Ｘだけが登録される（
ステップＳＴ５２２）ことになる。この場合、前述したエントリポイントのペアが成立し
ない。このことが、ディスク再生中に欠陥がなかったことの記録となる。
【０３８８】
　図４４は、図４３の処理により欠陥が２カ所発見された場合のエントリポイントの例を
示している。
【０３８９】
　図４３のステップＳＴ５１２およびＳＴ５２２で登録した情報タイプのペア（図２５の
ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの内容）により、そのディスクの何処に欠陥があるのかが事前に分かれ
ば、その部分の再生をどうするかも決めることができる。そこで、ユーザが欠陥部分の再
生方法をどうするかを選択させるメニューが欲しくなる。図４５は、そのような欠陥管理
のメニューの一例である。
【０３９０】
　すなわち、たとえ欠陥があってＭＰＥＧのブロックノイズが多い（あるいはデジタル音
声が歪みがちでたびたび途切れる）としても、その部分の内容確認程度の再生をしたいと
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欲するならば、ユーザは、「不完全な映像再生」という再生方法を選択できる。
【０３９１】
　欠陥が酷く見るに耐えないなら、「その部分をスキップし、スキップ動作中はモニタに
ブルーバックで警告表示を行なう」という再生方法を選択できる。
【０３９２】
　あるいは、ブルーバック／警告表示の代わりに、「エラー発生直前のＩピクチャのスチ
ル画をバックに警告表示を行なう」という再生方法を選択することもできる。
【０３９３】
　上記再生方法に関するデータは、図２５のＭ＿Ｃ＿ＥＰＩの何処かに（たとえば情報タ
イプの一種として）登録できる。
【０３９４】
　図４６は、図２９のＲＴＲビデオレコーダにおける優先消去順位登録処理の一例を説明
するフローチャートである。
【０３９５】
　まず、ＭＰＵ３０は、ディスク１０から管理データ（ＲＴＲ＿ＶＭＧ等）を読み込む（
ステップＳＴ６００）。この読み込みにより、ＭＰＵ３０は、プレイリストの情報内容（
図８～図１１）、ＰＧＣの情報内容（図１９～図２１）、およびムービーセル情報Ｍ＿Ｃ
Ｉの内容（図２３～図２５）を、適宜知ることができるようになる。
【０３９６】
　次に、ＭＰＵ３０は、読み込んだ管理データから、全てのエントリポイントのムービー
セルエントリポイント情報Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの中身を読み取る（ステップＳＴ６０２）。
【０３９７】
　すなわち、ＭＰＵ３０は、各々のエントリポイントに対して、Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ（図２５
）から、エントリポイント形式ＥＰ＿ＴＹ＝「０１ｂ」（一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸ
ＴＩあり）のエントリポイントを選別抽出する。次に、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴ
Ｉを読み取り、そのエントリポイントの情報タイプ［１］を読み込む。
【０３９８】
　この情報タイプ［１］の記述内容は：
　　情報タイプ［１］＝０；ユーザマーク（ユーザがエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝１；セットマーク（録再機がエントリポイントを登録）
　　情報タイプ［１］＝２；欠陥開始マーク
　　情報タイプ［１］＝３；欠陥終了マーク
　　情報タイプ［１］＝４；再生開始マーク
　　情報タイプ［１］＝５；再生終了マーク
　　情報タイプ［１］＝６；消去不可マーク
　　情報タイプ［１］＝７；その他のマーク（ユーザ、録再機以外からの指示等）
となっている。
【０３９９】
　読み込んだ情報タイプ［１］が４（再生開始マーク）または６（消去不可マーク）であ
れば（ステップＳＴ６０３イエス）、ＭＰＵ３０は、一次テキスト情報ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ
から、情報日付とテキスト情報をさらに読み込む（ステップＳＴ６０４）。
【０４００】
　読み込んだ情報タイプ［１］が４でも６でもないときは（ステップＳＴ６０３ノー）、
ステップＳＴ６０４はスキップされる。
【０４０１】
　上記Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの情報読込処理（ＳＴ６０２～ＳＴ６０４）は、未処理のエントリ
ポイントがある間は（ステップＳＴ６０６ノー）反復される。
【０４０２】
　この処理の反復により、ＭＰＵ３０は、再生開始マークまたは消去不可マークのエント
リポイントのムービーセル情報を全て取り込むことができる。
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【０４０３】
　Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩの読込処理をしていない残りエントリポイントがなくなると（ステップ
ＳＴ６０６イエス）、ＭＰＵ３０は、読み込んだ内容に基づいて、消去メニュー情報をモ
ニタに出力する（ステップＳＴ６０８）。
【０４０４】
　この消去メニューでは、たとえば図４８に例示するように、ＥＰ＿ＰＴＭに基づく再生
時間（時、分）と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩのテキスト情報に基づくタイトルと、ＴＨＭ＿ＰＴ
ＲＩ（図１０）に基づくサムネール画像と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報日付に基づく再生日
時（年月日、時、分）と、ＰＲＭ＿ＴＸＴＩの情報タイプ［０］に基づく消去順位（ある
いは消去不可マーク）とが、項目毎に分類され、かつ再生時間順（あるいは記録時間順）
にソートされて、表示される。
【０４０５】
　ここで、情報タイプ［０］は、図４７のエントリポイントの属性欄に例示するように、
情報タイプ［０］＝４Ｘ（消去開始点）と情報タイプ［０］＝５Ｘ（消去終了点）とでペ
アになっている。
【０４０６】
　この情報タイプ［０］には、ムービーセル情報のペア同士で同じ値を０から順に書き込
むようになっているが、他のペアになっているムービーセル情報と同じ値を書き込んでは
ならない。
【０４０７】
　たとえば図４７において、エントリポイントの属性（情報タイプ［０］）が「４０」と
「５０」のペアである「ピース」というタイトルの記録映像（記録時間は００’３０”か
ら００’４５”までの１５分間）は、図４８の消去メニューでは消去順位が１位であるの
で、録画中にディスクの残り容量が不足すると、この「ピース」というタイトルの記録映
像が真っ先に上書き消去されることになる。
【０４０８】
　ユーザは、図示しないリモートコントローラのカーソルキー操作あるいはオプションの
キーボード等を利用して、図４８のメニュー内消去順位部分の所定位置にカーソルを移動
させ、消去順位を変更しようとするエントリポイントを選択する。
【０４０９】
　選択したエントリポイントのセルの消去順位を低位に変更する場合は（ステップＳＴ６
１０イエス）、（情報タイプ［１］＝４のものと情報タイプ［１］＝５のものの両方に対
して）変更するエントリポイントの情報タイプ［０］の順位を１つ減らす（たとえば消去
順位を２位から３位に下げる）（ステップＳＴ６１２）。
【０４１０】
　逆に、消去順位を高位に変更する場合は、ステップＳＴ６１２において、（情報タイプ
［１］＝４のものと情報タイプ［１］＝５のものの両方に対して）変更するエントリポイ
ントの情報タイプ［０］の順位を１つ増やす（たとえば消去順位を２位を１位に上げる）
。
【０４１１】
　消去順位の変更ではなく（ステップＳＴ６１０ノー）消去禁止にする場合は（ステップ
ＳＴ６１４イエス）、そのエントリポイントの情報タイプ［１］に
６（消去不可マーク）を設定する（ステップＳＴ６１６）。
【０４１２】
　以上の消去順位変更または消去不可マーク設定が終了すれば（ステップＳＴ６１８イエ
ス）、図２５のＰＲＭ＿ＴＸＴＩに該当する情報が書き込まれた管理データ（ＲＴＲ＿Ｖ
ＭＧ）が、ディスク１０に書き込まれる（ステップＳＴ６２０）。
【０４１３】
　こ録画中にディスク１０の残り容量が不足した場合、ＭＰＵ３０は、こうして書き込ま
れた管理データの内容を適宜参照することにより、消去順位の高い順に（消去順位の設定
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がない場合は記録日時または再生日時の古い順に）、エントリポイント単位でディスク１
０の一部を上書き消去しながら、録画を継続できる。
【０４１４】
　この発明の実施の形態（リアルタイムデジタルビデオ録画再生システム）によれば、た
とえば本を読んでいるとき読み途中のページまたは重要な箇所にしおりを挟むような感覚
で、映像・音声等の任意の記録箇所にマーク（エントリポイント）を書き込んだり消去し
たりできる。
【０４１５】
　上記マーク（エントリポイント）に関する情報を媒体の所定箇所（ムービーセルエント
リポイント情報等）に適宜記録しておけば、そのディスクを用いて再生あるいは録画（上
書き・消去も含む）をする際に、この情報を利用して、次のようなことが可能になる。
【０４１６】
　１）ディスクの何処にどのようなプログラムが記録されているかのインデックスを、自
由に作成できる。
【０４１７】
　すなわち、そのディスクを装置にセットすれば、ユーザは、マーク箇所（エントリポイ
ント）の録画内容を容易に知ることができ、かつその箇所の再生を簡単な操作で開始でき
る。
【０４１８】
　２）ディスクに記録された種々なプログラムから所望のプログラムを容易に検索できる
。
【０４１９】
　すなわち、そのディスクを装置（ＲＴＲビデオレコーダ）にセットすれば、ユーザは、
各マーク箇所（エントリポイント）のタイトルをキーワード検索できる。検索の結果、デ
ィスクに記録された種々なプログラムのうち所望のプログラムだけを容易に知ることがで
き、かつその箇所の再生を簡単な操作で開始できる。
【０４２０】
　３）ディスクに記録された種々なプログラムのうち消去（上書き録画）しても良い部分
（あるいは消去したくない部分）を容易に特定できる。
【０４２１】
　すなわち、そのディスクを装置にセットすれば、ユーザは、各マーク箇所（エントリポ
イント）の消去の優先順位あるいは消去可能／不可能を容易に知ることができ、かつその
箇所の消去順位あるいは消去可能／不可能を簡単な操作で変更できる。消去不可に設定さ
れていないマーク箇所のプログラムは、そのディスクに新たな録画をする際に、消去の優
先順位に従って、自動的に上書き消去される。
【０４２２】
　４）録画済みディスクの一部に欠陥が生じその部分の正常再生が不可能になった場合に
、その正常再生ができない欠陥部分を容易に特定できる。
【０４２３】
　すなわち、そのディスクを装置にセットすれば、ユーザは、各マーク箇所（エントリポ
イント）に欠陥があるかどうかを容易に知ることができる。また、欠陥があるなら、その
部分の再生方法（欠陥部分のスキップ、欠陥部分再生中はブルーバック表示、正常部分の
再生に入るまで欠陥直前のスチル画再生など）を任意に指定できる。
【図面の簡単な説明】
【０４２４】
【図１】この発明の一実施形態に係る記録再生可能光ディスクの構造を説明する図。
【図２】図１の光ディスクに記録されるデジタル情報の構成を説明する図。
【図３】図２のビデオオブジェクトのデータ構造を説明する図。
【図４】図３のダミーパックのデータ構造を説明する図。
【図５】図１の光ディスクに記録されるデジタル情報のファイル構造を説明する図。
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【図６】図５のナビゲーションデータファイル（ＲＴＲ＿ＶＭＧ）のデータ構造を説明す
る図。
【図７】図６のビデオマネージャ情報管理テーブル（ＶＭＧＩ＿ＭＡＴ）の内容を説明す
る図。
【図８】図６のプレイリストサーチポインタテーブル（ＰＬ＿ＳＲＰＴ）のデータ構造を
説明する図。
【図９】図８のプレイリストサーチポインタテーブル情報（ＰＬ＿ＳＲＰＴＩ）の内容を
説明する図。
【図１０】図８のプレイリストサーチポインタテーブル（ＰＬ＿ＳＲＰ）の内容を説明す
る図。
【図１１】図１０のサムネールポインタ情報（ＴＨＭ＿ＰＴＲＩ）の内容を説明する図。
【図１２】図６のムービーＡＶファイル情報テーブル（Ｍ＿ＡＶＦＩＴ）のデータ構造を
説明する図。
【図１３】図１２のムービーＶＯＢ情報（Ｍ＿ＶＯＢＩ）のデータ構造を説明する図。
【図１４】図１３のタイムマップ情報（ＴＭＡＰＩ）のデータ構造を説明する図。
【図１５】図１４のタイムマップ一般情報（ＴＭＡＰ＿ＧＩ）の内容を説明する図。
【図１６】図１４のタイムエントリ（ＴＭ＿ＥＮＴ）の内容を説明する図。
【図１７】図６のユーザ定義ＰＧＣ情報テーブル（ＵＤ＿ＰＧＣＩＴ）のデータ構造を説
明する図。
【図１８】図６テキストデータマネージャ（ＴＸＴＤＴ＿ＭＧ）のデータ構造を説明する
図。
【図１９】ＰＧＣ情報（ＰＧＣＩ；オリジナルＰＧＣまたはユーザ定義ＰＧＣの情報）の
データ構造を説明する図。
【図２０】図１９のＰＧＣ一般情報（ＰＧＣ＿ＧＩ）の内容を説明する図。
【図２１】図１９のプログラム情報（ＰＧＩ）の内容を説明する図。
【図２２】図１９のセル情報（ＣＩ）のデータ構造を説明する図。
【図２３】図２２のムービーセル情報（Ｍ＿ＣＩ）のデータ構造を説明する図。
【図２４】図２３のムービーセル一般情報（Ｍ＿Ｃ＿ＧＩ）の内容を説明する図。
【図２５】図２３のムービーセルエントリポイント情報（Ｍ＿Ｃ＿ＥＰＩ）の内容を説明
する図。
【図２６】一次テキスト情報（ＰＲＭ＿ＴＸＴＩ）の使用例を説明する図。
【図２７】プログラムセットを構成する各プログラムと、プレイリストを構成する各プロ
グラムパーツとの対応例を説明する図。
【図２８】ユーザ定義ＰＧＣ（またはオリジナルＰＧＣ）を構成するセルの再生開始時間
／再生終了時間と、図５のムービービデオオブジェクト（ＲＴＲ＿ＭＯＶ．ＶＲＯ）を構
成する各ＶＯＢのＶＯＢＵに対するオフセットアドレスとの対応例を説明する図。
【図２９】図１の記録・再生可能光ディスクを用いてビデオプログラム等のリアルタイム
録画・再生を行なう装置（ＲＴＲビデオレコーダ）の構成の一例を説明するブロック図。
【図３０】図２９の装置における録画動作の一例を説明するフローチャート図。
【図３１】図２９の装置における再生動作の一例を説明するフローチャート図。
【図３２】図２９の装置におけるエントリポイント登録処理の一例を説明するフローチャ
ート図。
【図３３】図２９の装置におけるエントリポイント自動登録処理（一定時間間隔でのエン
トリポイント登録）の一例を説明するフローチャート図。
【図３４】図２９の装置におけるテキスト情報入力処理の一例を説明するフローチャート
図。
【図３５】図３４のテキスト情報入力処理におけるテキスト情報入力画面の一例を示す図
。
【図３６】図２９の装置により録画された光ディスクの記録映像と、エントリポイントと
、記録映像の情報（属性、記録日時など）との関係の一例を説明する図。
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【図３７】図２９の装置により録画された光ディスクの記録映像と、エントリポイントと
、記録映像の情報（属性、記録日時など）との関係の他例を説明する図。
【図３８】図２９の装置における再生メニュー表示処理の一例を説明するフローチャート
図。
【図３９】図３８の再生メニュー表示処理における再生メニュー表示画面の一例を示す図
。
【図４０】図２９の装置におけるテキスト情報検索処理の一例を説明するフローチャート
図。
【図４１】図４０のテキスト情報検索処理における検索キーワード入力画面の一例を示す
図。
【図４２】図４０のテキスト情報検索処理における検索結果表示画面の一例を示す図。
【図４３】図２９の装置における欠陥登録処理の一例を説明するフローチャート図。
【図４４】図４３の処理により検出された記録映像の欠陥部分と、エントリポイントとの
関係の一例を説明する図。
【図４５】図４３の処理により検出された記録映像の欠陥部分およびその再生方法の表示
例を示す図。
【図４６】図２９の装置における優先消去順位登録処理の一例を説明するフローチャート
図。
【図４７】図４６の処理により検出された記録映像と、エントリポイントと、記録映像の
情報（属性、記録日時など）との関係の一例を説明する図。
【図４８】図４６の処理により検出された記録映像の情報（録画時間、タイトル、サムネ
ール、最後の再生日時など）およびその消去順位の表示例を示す図。
【符号の説明】
【０４２５】
　１０…記録・再生可能光ディスク（ＤＶＤーＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷまたはＤＶＤ－Ｒ）
；１１…カートリッジ（ＤＶＤーＲＡＭの場合）；１４…透明基板（ポリカーボネート）
；１６…光反射層；１７Ａ…第１情報記録層（半透明ＲＯＭ層または相変化記録ＲＡＭ層
）；１７Ｂ…第２情報記録層（相変化記録ＲＡＭ層またはダミー層）；１９…読み出し面
；２０…接着層；２２…中心孔；２４…クランピングエリア；２５…情報エリア；２６…
リードアウトエリア；２７…リードインエリア；２８…データ記録エリア；３０…マイク
ロコンピュータブロック（ＭＰＵ／ＲＯＭ／ＲＡＭ）；３２…ディスクドライブ；３４…
一時記憶部；３６…データプロセサ；３８…システムタイムカウンタＳＴＣ；４０…計時
部；４２…ＡＶ入力部；４４…ＴＶチューナ（地上放送／衛星放送チューナ）；４６…Ａ
Ｖ出力部；４８…各種情報表示部（液晶または蛍光表示パネル）；５０…エンコーダ部；
５２…ＡＤＣ；５３…ビデオエンコーダ；５４…オーディオエンコーダ；５５…副映像エ
ンコーダ；５６…フォーマッタ；５７…バッファメモリ；６０…デコーダ部；６２…セパ
レータ；６３…メモリ；６４…ビデオデコーダ；６５…副映像デコーダ；６６…ビデオプ
ロセサ；６７…ビデオＤＡＣ；６８…オーディオデコーダ；６９…オーディオＤＡＣ；７
０…ボリューム／ファイル構造領域；１００…情報入力部。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】 【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】 【 図 ４ １ 】
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【 図 ４ ２ 】 【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】 【 図 ４ ５ 】
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【 図 ４ ６ 】 【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】
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